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県土整備部 
 

令和８年度当初予算のポイント・主要事業 

 

 

１ 予算調製にあたっての基本的な考え方 
令和８年度当初予算では、切迫する南海トラフ地震や激甚化・頻発化する風水害等

の被害を軽減するための対策や下水道等インフラの老朽化対策等を推進するため、生

産性向上や効率化のためのデジタル化及び脱炭素社会の実現に向けたグリーン化の観

点を取り入れつつ、次の３点を柱に、労務単価及び資材価格の高騰をふまえて必要な

公共事業予算を確保し、国土強靱化等補正予算と合わせて切れ目なく取組を進め、事

業の着実な進捗を図ります。 

 

（施策推進の３本柱） 

（１）強靱な県土づくりの強力な推進 

埼玉県八潮市の道路陥没事故等をふまえた予防保全型のインフラ老朽化対策を推進

するとともに、気候変動の影響により激甚化・頻発化する水災害に備え、事前防災対

策を加速化するために河川改修、ダム整備、堆積土砂撤去等「流域治水プロジェクト」

に基づく取組を推進するほか、気候変動をふまえた河川整備計画の見直しを進めます。 

また、切迫する南海トラフ地震に備えるため、住宅耐震化の促進、河川・海岸堤防

等の耐震化、「命の道」となる道路の整備、緊急輸送道路の機能確保、道路啓開の迅

速化、港湾施設の機能確保、放置船対策、下水道施設の耐震化等を進めるとともに、

デジタル化の推進や大規模災害を想定した各種訓練の実施を進め、災害対応力の向上

に取り組みます。 

 

 

（２）暮らしに身近な課題への対応の強化 

安全で快適な道路空間づくりに向けて、舗装修繕、側溝整備、区画線の引き直し等

の道路維持管理を行うとともに、効果的な雑草対策や地域と協働の道づくり、通学路

や生活道路における交通安全対策を進めるほか、ＺＥＨ（「ネット・ゼロ・エネルギ

ー・ハウス」の略）の促進等により脱炭素社会（カーボンニュートラル）の実現にも

取り組みます。 

また、盛土等による災害への対策、良好な住環境の実現のための下水道の未普及対

策や広域化・共同化の推進、空き家の除去や活用の支援、県営住宅の改修に取り組み

ます。 

 

 

（３）豊かで活力のある地域づくりの推進 

県民生活の利便性の向上、産業の活性化や生産性の向上、地域間交流を促進する道

路ネットワークの構築に向けて、高規格道路及び直轄国道の整備を促進するとともに、

県管理道路の整備を推進します。 

また、地域の賑わい創出のための道路空間再編や花とみどりの三重づくり基本計画

に基づく取組の推進、道路空間のグリーン化、防災機能等を備えた都市公園の整備や

県産木材の利用推進、インフラを活用した観光誘客の促進に取り組みます。 
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（公共事業の的確な推進） 

上記３本柱の取組の推進にあたっては、地域の建設業が将来にわたって存続できる

よう、建設産業活性化に向けた取組が必要不可欠です。 

建設産業の活性化に向けて、「三重県建設産業活性化プラン２０２４」に基づき、

教育機関等との連携による「担い手の確保」、週休２日制の定着やバックオフィスの

導入等による「労働環境の改善」、建設ＤＸの普及啓発や受発注者におけるＩＣＴ活

用促進等による「生産性の向上」に取り組むとともに、これらの取組に不可欠な建設

企業の安定経営に向けた対応を継続的に実施します。 

 

 

２ 主な重点項目 
 

（施策推進の３本柱） 

（１）強靱な県土づくりの強力な推進 

 

◎インフラメンテナンス事業                           [道路管理課（224-2677）] 

[河川課（224-2686）] 

 [港湾・海岸課（224-2700）] 

[防災砂防課（224-2705）] 

予算額  ３,７０１,０２６千円          

（８,１７７,９６２千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

老朽化が進んでいる道路・河川・海岸などの施設について、持続可能な予防保全型

のメンテナンスサイクルへの転換に向け、長寿命化計画に基づく計画的な点検や効果

的な修繕・更新を実施します。 

 

 

◎流域下水道事業                                   [下水道事業課（224-2725）] 

予算額 9,029,075千円          

（１０,０２１,３２５千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図るため、流域下水道の整備を推進する

とともに施設の地震対策や老朽化対策を進めます。 

 

 

◎流域治水事業                      [河川課（224-2679）] 

予算額  １２,５５４,６５４千円          

（１９,２１０,８６４千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

気候変動による災害の激甚化・頻発化をふまえ、河川管理者が主体となって行う河

川整備等の事前防災対策の取組に加え、流域全体で行う水災害対策を取りまとめた「流

域治水プロジェクト」の取組を推進します。河川や砂防えん堤に堆積した土砂の撤去

や樹木の伐採、治水上重要度の高い河川の改修を重点的に進めることで治水安全度の

向上を図るとともに、大型水門等の耐震対策を進めます。また、鳥羽河内ダムは、令

和10年度の完成に向けて進捗を図ります。さらに、気候変動をふまえた河川整備計画

の見直しを進めます。 
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◎土砂災害防止対策事業                 [防災砂防課（224-2697）] 

予算額 3,294,842千円          

（５,３８５,8５２千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

砂防えん堤や擁壁等の土砂災害防止施設の整備を進めます。また、土砂災害警戒区

域等の指定について基礎調査を進めます。 

 

 

◎住宅・建築物耐震促進事業              [住宅政策課（224-2720）] 

[建築開発課（224-2752）] 

予算額  3１８,２１７千円 

木造住宅の耐震診断、耐震補強設計、耐震補強工事、除却等を支援するほか、耐震

補強工事費の低減を図るため、精密診断法による耐震補強設計及び低コスト工法の講

習会を開催します。また、避難路沿道建築物の耐震診断や耐震改修等に対する支援を

行います。 

 

 
◎高潮等対策事業                   [港湾・海岸課（224-2690）] 

予算額 ２,５２９,３４２千円          

（３,７８６,８４２千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

堤防等の高潮・侵食対策、耐震対策、海岸の損傷等を軽減する整備を進めます。 

 

 

◎直轄道路事業                                   ［道路企画課（224-3016）］ 

予算額 １０,２３８,００６千円 

（１２,812,５０９千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

地方創生、国土強靱化に資する幹線道路ネットワークの構築・機能強化を促進しま

す。 具体的には、生産性向上や元気な地域づくりを支えるとともに、災害発生時には

「命の道」として重要な役割を果たす近畿自動車道紀勢線をはじめ、東海環状自動車

道や紀勢自動車道（４車線化）等の高規格道路や北勢バイパス、中勢バイパス（４車

線化）、鈴鹿四日市道路、国道１号（桑名東部拡幅）、国道 42号（松阪多気バイパス）

等の直轄国道の整備促進に向けた取組を進めます。  

  

 

◎道路改築事業                     [道路建設課（224-2630）] 

予算額  8,826,374千円            

（10,968,895千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

高速道路や国管理の国道を補完し、地域間交流を促進する幹線道路ネットワークの

強化やバイパス等の抜本的な整備、観光復興を支えるアクセス道路等の整備を進めま

す。また、身近な生活道路では、車両のすれ違いが困難な箇所の解消など、安全で円

滑な交通の確保に向けた整備を進めます。さらには、早期に事業効果を発現できる待

避所の設置などの柔軟な対策も織り交ぜた道路整備を進めます。 
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◎緊急輸送道路等機能確保事業                [道路建設課（224-2672）] 

予算額  ８,３６７,８６2千円          

（１１,８２５,７０３千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

災害発生時に対応できる輸送機能を確保するため、緊急輸送道路等の橋の耐震・流

失対策、道路の土砂崩れ対策、車両のすれ違い困難箇所の道幅拡幅を進めます。また、

地震により橋台と盛土の間に大きな段差が生じ、通行機能が低下することがないよう、

適切な対策を行うとともに、復旧のための備蓄資材の確保等により初動体制の強化を

図ります。 

 

 

◎街路事業                       [都市政策課（224-2706）] 

予算額  1,795,061千円          

（2,378,527千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

「三重県無電柱化推進計画」に基づき、台風や地震による電柱倒壊で甚大な被害を受

けやすい市街地の緊急輸送道路において、防災・減災対策として電線類の地中化を行

うほか、都市計画道路桑部播磨線等において橋梁工事に重点的に取り組むなど、通学

路の安全対策や都市交通の円滑化に資する街路事業を進めます。 

 

 

◎港湾事業                      [港湾・海岸課（224-2691）] 

予算額 １,0８８,５8８千円          

（１,１2０,０8８千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

港湾施設の定期点検・補修を実施するとともに、老朽化対策を進めます。また、鳥

羽港（中之郷地区）において岸壁の耐震対策を進めます。 

 

 

◎放置船対策事業                   [港湾・海岸課（224-2700）] 

予算額  4９,６００千円          

港湾区域等の良好な環境を保全するため、放置船の撤去・処分を実施します。 

 

 

◎道路ＤＸ事業                      [道路管理課（224-2677）] 

予算額  ２７,３００千円          

平常時や災害時における道路観測体制を拡充するため、道路ＤＸ中期計画に基づき

道路の監視カメラ設置を進めます。 
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（２）暮らしに身近な課題への対応の強化 

 

◎道路維持管理事業                   [道路管理課（224-2675）] 

予算額  9,632,416千円          

（9,657,350千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

災害時の避難・救助をはじめ、物資供給等の応急活動を行う緊急車両の通行を確保

するため、緊急輸送道路を中心に老朽化が進行する舗装や区画線等の道路施設の修繕

を進めます。道路利用者や沿道住民等からの要望が非常に多い雑草対策については、

路肩等に張コンクリートや防草シートの設置等の雑草抑制対策を計画的かつ重点的に

実施します。また、自治会委託や美化ボランティア等の制度の更なる見直しも含め、

様々な工夫や新たな取組を、地域の皆様の声を聴きながら進めます。 

街路樹の樹形管理を地域の特性に応じて進めるとともに、花植え活動等を実施し、

良好な道路空間の形成を進めます。道路施設の脱炭素化に向けて、トンネル照明灯の

ＬＥＤ化を計画的に進めます。 

 

 

◎交通安全対策事業                    [道路管理課（224-2677）] 

予算額 １,４６４,２５９千円          

（1,549,454千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

教育委員会・市町・警察署・道路管理者等の関係者で構成され、通学路の更なる安

全向上を図る継続的な取組である「通学路交通安全プログラム」に基づく対策箇所や、

交通事故が多発している箇所、ＥＴＣ２.０プローブデータ等のビッグデータから判明

した潜在的な危険箇所等について、関係者と連携しながらスピード感を持って着実に

対策を進めます。 

 

 

◎（新）省エネ住宅導入促進事業               [住宅政策課（224-2703）] 

＜事業実施期間：令和８年度～＞ 

予算額  １2,100千円          

住宅の脱炭素化と良質な住環境の促進を図るため、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネル

ギー・ハウス）の建設及び購入に対する支援を行います。 

 

 

◎都市防災総合推進事業                 [建築開発課（224-2752）] 

予算額  ６7,798千円          

盛土規制法に基づく規制区域内における既存盛土等の安全性を把握するため、法に

基づく基礎調査（既存盛土調査）として、県内全域の既存盛土分布調査を実施します。 

 

 

◎流域下水道事業【再掲】               [下水道事業課（224-2725）] 

予算額  9,029,075千円          

（１０，０２１，３２５千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

公共用水域の水質保全と生活環境の改善を図るため、流域下水道の整備を推進する

とともに施設の地震対策や老朽化対策を進めます。 
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◎空き家対策支援事業                  [住宅政策課（224-2720）] 

予算額  １７,０１６千円          

危険な空き家（特定空家等）の除却のほか、移住定住のための空き家リフォームや、 

地域活性化施設（非住宅）に改修するなどの空き家の利活用を支援します。また、空

き家の適正管理や活用に係るセミナーを開催します。 

 

 

◎公営住宅管理事業                   [住宅政策課（224-2703）] 

予算額  ８０9,134千円 

県営住宅の管理を適切に行うとともに、移住定住を促進するため、県営住宅の空き

住戸を活用し、移住者向けのお試し用住宅や定住用住宅を提供します。 

 

 

◎公営住宅建設事業                   [住宅政策課（224-2703）] 

予算額  ２７２,９９６千円          

県営住宅の長寿命化を図るため、外壁改修及び屋上防水改修工事等を行うとともに、

居住性を高めるため、バリアフリー改修工事等を実施します。 

 

 

◎建築基準法施行事業                   [建築開発課（224-2752）] 

予算額  １４,７０3千円          

不特定多数の者が利用する既存建築物の適正な維持保全のための指導・助言を行う

とともに、新築建築物等の完了検査など建築基準法の遵守を促します。 

 

 

◎（新）建築行政ＤＸ促進事業               [建築開発課（224-2752）] 

＜事業実施期間：令和８年度＞ 

予算額  １６５,０７７千円          

建築計画概要書の閲覧等に伴う閲覧者や対応する職員の負担等を軽減するため、建

築計画概要書のインターネットでの閲覧に必要な環境の整備を進めます。 
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（３）豊かで活力のある地域づくりの推進 

 

◎直轄道路事業【再掲】                           ［道路企画課（224-3016）］ 

予算額  １０,２３８,００６千円 

（１２,812,５０９千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

地方創生、国土強靱化に資する幹線道路ネットワークの構築・機能強化を促進しま

す。 具体的には、生産性向上や元気な地域づくりを支えるとともに、災害発生時には

「命の道」として重要な役割を果たす近畿自動車道紀勢線をはじめ、東海環状自動車

道や紀勢自動車道（４車線化）等の高規格道路や北勢バイパス、中勢バイパス（４車

線化）、鈴鹿四日市道路、国道１号（桑名東部拡幅）、国道 42号（松阪多気バイパス）

等の直轄国道の整備促進に向けた取組を進めます。  

 

◎道路改築事業【再掲】                 [道路建設課（224-2630）] 

予算額  8,826,374千円            

（10,968,895千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

高速道路や国管理の国道を補完し、地域間交流を促進する幹線道路ネットワークの

強化やバイパス等の抜本的な整備、観光復興を支えるアクセス道路等の整備を進めま

す。また、身近な生活道路では、車両のすれ違いが困難な箇所の解消など、安全で円

滑な交通の確保に向けた整備を進めます。さらには、早期に事業効果を発現できる待

避所の設置などの柔軟な対策も織り交ぜた道路整備を進めます。 

 

◎（一部新）道路調査事業                            [道路企画課（224-2739）] 

予算額  41,１００千円          

地域の自立的発展や地域間の連携を支える高規格道路の早期整備や事業化に向け、

調査・検討を進めます。県内における総合交通ターミナル整備に向けて、津駅周辺に

おいて、道路空間の再編や交通結節点の強化などによる公共交通の利便性の向上を図

るため、関係機関と協働しながら、津駅周辺基盤整備の方向性（ビジョン）に基づき

それぞれの取組を進めます。また、交通拠点へのアクセス向上等に必要な道路ネット

ワークについて検討を進めるため、道路網調査を実施します。 

 

◎都市計画策定事業                   [都市政策課（224-2718）] 

予算額  ６９，２８７千円          

コンパクトで賑わいのあるまちづくりを進めるため、次期都市計画区域マスタープ

ラン策定に向け、本県の都市計画の基本的な考え方を示した都市計画基本方針を策定

するとともに、都市計画の基礎資料となる人口規模や土地利用等の現況把握を目的と

した基礎調査を実施します。また、「花とみどりの三重づくり基本計画」に基づき、

啓発活動を行うなど花とみどりの活用を推進します。 

 

◎都市公園整備事業                       [都市政策課（224-2706）] 

予算額  1,002,019千円          

（1,033,019千円 令和７年度国土強靱化及び経済対策にかかる補正予算含みベース） 

子どもや子育て世帯の目線に立った公園や防災機能を兼ね備えた公園へのリニュー

アル、安全安心を確保する老朽化対策を推進します。 
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（公共事業の的確な推進） 

 

◎公共事業評価制度事業               [公共事業運営課（224-2915）] 

予算額  ８４６千円          

「三重県公共事業評価審査委員会」を開催し、公共事業の再評価・事後評価を行う

ことにより、公共事業を取り巻く状況の変化に対応し、適正に執行します。 

 

◎入札等監視委員会開催事業                [建設業課（224-2723）] 

予算額  469千円          

「三重県入札等監視委員会」を開催し、公共工事の公正性・透明性を確保しつつ、

公共事業を取り巻く状況の変化に対応した入札契約制度の改善、適正な運用を行いま

す。 

 

◎公共工事設計積算システム事業             [技術管理課（224-2208）] 

予算額  1０５,３４０千円          

積算基準や設計単価等に基づいて、公共事業の予定価格を算出するために使用する

設計積算システムを引き続き運用するために更新します。 

 

◎（一部新）三重県建設産業活性化プラン推進事業   [公共事業運営課（224-2915）] 

予算額  17,050千円          

  建設業における担い手の確保のため、若年層とその保護者世代を対象に、体験型イ

ベントやＳＮＳを活用した建設業の魅力発信等の取組を行うとともに、企業や就業者

に対するアンケート調査を実施し、取組の実態の把握や効果を検証することで、計画

的かつ着実に取組を進めます。 
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0
6
,7

4
5
)

(1
9
,7

7
4
,3

4
1
)

(2
5
,3

2
5
,1

7
0
)

(1
9
,0

4
9
,1

4
3
)

(9
9
%
)

(1
0
1
%
)

(9
6
%
)

2
5
,0

0
6
,7

4
5

-
 

2
5
,3

2
5
,1

7
0

-
 

1
0
1
%

1
0
1
%

-
 

(1
0
,9

6
1
,5

0
6
)

(2
,5

2
6
,8

3
6
)

(1
0
,2

3
8
,0

0
6
)

(2
,5

7
4
,5

0
3
)

(9
5
%
)

(9
3
%
)

(1
0
2
%
)

1
0
,9

6
1
,5

0
6

-
 

1
0
,2

3
8
,0

0
6

-
 

9
3
%

9
3
%

-
 

(2
,1

5
8
,1

7
7
)

(1
,7

5
0
,8

5
9
)

(2
,1

3
8
,1

7
7
)

(1
,7

8
8
,9

7
0
)

(1
0
0
%
)

(9
9
%
)

(1
0
2
%
)

2
,1

5
8
,1

7
7

-
 

2
,1

3
8
,1

7
7

-
 

9
9
%

9
9
%

-
 

(1
3
,0

5
8
)

-
 

(1
3
,0

5
8
)

(5
,1

3
9
)

(1
3
9
%
)

(1
0
0
%
)

(皆
増

)

1
3
,0

5
8

 
-

 
1
3
,0

5
8

 
-

 
1
0
0
%

1
0
0
%

-
 

(1
3
,1

3
2
,7

4
1
)

(4
,2

7
7
,6

9
5
)

(1
2
,3

8
9
,2

4
1
)

(4
,3

6
8
,6

1
2
)

(9
6
%
)

(9
4
%
)

(1
0
2
%
)

1
3
,1

3
2
,7

4
1

-
 

1
2
,3

8
9
,2

4
1

-
 

9
4
%

9
4
%

-
 

9
,1

9
5
,9

8
9

 
-

 
1
0
,2

2
7
,2

8
1

 
-

 
1
1
1
%

1
1
1
%

-
 

1
8
,1

4
9
,5

0
6

 
-

 
1
8
,9

4
4
,0

0
6

 
-

 
1
0
4
%

1
0
4
%

-
 

3
9
4
,6

1
7

 
- 

3
9
4
,8

7
9

 
- 

1
0
0
%

1
0
0
%

- 

2
7
,7

4
0
,1

1
2

 
- 

2
9
,5

6
6
,1

6
6

 
- 

1
0
7
%

1
0
7
%

- 

(6
5
,8

7
9
,5

9
8
)

(2
4
,0

5
2
,0

3
6
)

(6
7
,2

8
0
,5

7
7
)

(2
3
,4

1
7
,7

5
5
)

(1
0
1
%
)

(1
0
2
%
)

(9
7
%
)

6
5
,8

7
9
,5

9
8

-
 

6
7
,2

8
0
,5

7
7

-
 

1
0
2
%

1
0
2
%

-
 

(8
9
,9

3
1
,6

3
4
)

(9
0
,6

9
8
,3

3
2
)

6
5
,8

7
9
,5

9
8

1
0
,9

6
1
,5

0
6

2
,1

5
8
,1

7
7

(1
3
,0

5
8
)

1
3
,0

5
8

 

6
7
,2

8
0
,5

7
7

9
,1

9
5
,9

8
9

 

1
8
,1

4
9
,5

0
6

 

2
7
,7

4
0
,1

1
2

 (3
,9

0
9
,0

3
6
)

(3
,9

2
7
,1

4
7
)

3
9
4
,6

1
7

 

1
3
,1

3
2
,7

4
1

1
2
,3

8
9
,2

4
1

(1
6
,7

5
7
,8

5
3
)

(1
8
,1

9
7
)

1
3
,0

5
8

 2
9
,5

6
6
,1

6
6

 1
8
,9

4
4
,0

0
6

 

3
9
4
,8

7
9

 

1
0
,2

2
7
,2

8
1

 

(2
,4

8
5
,7

7
6
)

2
,1

3
8
,1

7
7

(1
7
,4

1
0
,4

3
6
)

1
0
,2

3
8
,0

0
6

(1
3
,4

8
8
,3

4
2
)

(1
2
,8

1
2
,5

0
9
)

計

(4
,4

4
9
,0

0
6
)

(4
,2

0
6
,7

0
0
)

2
,5

1
5
,9

0
6

2
,5

1
1
,7

0
0

2
5
,3

2
5
,1

7
0

(4
4
,7

8
1
,0

8
6
)

(4
4
,3

7
4
,3

1
3
)

2
5
,0

0
6
,7

4
5

港
湾

海
岸

事
業

都
市

計
画

事
業

2
7
2
,9

9
6

2
7
2
,9

9
6

(1
,7

3
4
,8

2
0
)

1
,3

5
8
,6

2
2

1
,8

7
1
,3

1
0

対
前

年
度

比
Ｂ

／
Ａ

道
路

事
業

河
川

砂
防

事
業

令
和

７
年

度
当

初
予

算
　

Ａ
区

　
　

　
　

　
　

　
　

分
令

和
８

年
度

当
初

予
算

　
Ｂ

国 補 公 共 事 業

住
宅

事
業

(2
5
,4

9
8
,8

8
8
)

(2
4
,0

8
2
,8

2
9
)

1
5
,1

4
1
,1

9
4

1
5
,0

2
3
,8

0
1

(1
2
,8

2
5
,3

7
6
)

(1
3
,3

2
6
,0

1
2
)

5
,7

1
8
,0

2
7

5
,6

4
5
,3

6
3

合
　

　
　

計

直 轄 事 業

道
路

事
業

河
川

砂
防

事
業

公
園

事
業

計 計

県 単 公 共 事 業

建
設

維
持

調
査

等

－ 県土整県土整備部 10



（
単

位
：
千

円
）

(1
5,

43
2,

60
6)

(1
5,

52
5,

34
7)

(1
01

%)

15
,4

32
,6

06
  
  
  
  
  
 

15
,5

25
,3

47
  
  
  
  
  
 

10
1%

(1
5,

05
2,

10
1)

(1
5,

52
4,

86
6)

(1
03

%)

15
,0

52
,1

01
  
  
  
  
  
 

15
,5

24
,8

66
  
  
  
  
  
 

10
3%

(3
80

,5
05

)
(4

81
)

(0
%)

38
0,

50
5

  
  
  
  
  
  
  
 

48
1

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

0%

(4
23

,7
71

)
(1

14
,4

07
)

(2
7%

)

42
3,

77
1

  
  
  
  
  
  
  
 

11
4,

40
7

  
  
  
  
  
  
  
 

27
%

(1
1,

58
1,

86
5)

(1
2,

70
6,

71
3)

(1
10

%)

11
,3

09
,3

90
  
  
  
  
  
 

11
,7

14
,4

63
  
  
  
  
  
 

10
4%

(1
2,

16
5,

58
5)

(1
3,

31
1,

09
9)

(1
09

%)

11
,8

93
,1

10
  
  
  
  
  
 

12
,3

18
,8

49
  
  
  
  
  
 

10
4%

(9
,1

70
,7

19
)

(1
0,

02
1,

32
5)

(1
09

%)

  
  
  
  
  
  
 8

,8
98

,2
44

  
  
  
  
  
  
 9

,0
29

,0
75

10
1%

(2
72

,4
75

)
(9

92
,2

50
)

(3
64

%)

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
-

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
-

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
-

(△
58

3,
72

0)
(△

60
4,

38
6)

(1
04

%)

△
 5

83
,7

20
△

 6
04

,3
86

10
4%

※
資

本
的

収
支

差
6
0
4
,3

8
6
千

円
は

、
損

益
勘

定
留

保
資

金
で

補
填

し
ま

す
。

※
各

表
の

令
和

７
年

度
当

初
予

算
の

各
欄

の
（
　

　
）
書

き
は

、
国

の
補

正
予

算
に

係
る

令
和

６
年

度
１

２
月

補
正

予
算

そ
の

２
お

よ
び

２
月

補
正

予
算

そ
の

１
計

上
額

を
合

算
し

て
い

ま
す

。

※
各

表
の

令
和

８
年

度
当

初
予

算
の

各
欄

の
（
　

　
）
書

き
は

、
国

の
補

正
予

算
に

係
る

令
和

７
年

度
１

２
月

補
正

予
算

そ
の

２
お

よ
び

２
月

補
正

予
算

計
上

額
を

合
算

し
て

い
ま

す
。

※
各

表
の

令
和

７
年

度
当

初
予

算
の

「
国

土
強

靱
化

等
」
欄

は
、

国
の

「
防

災
・
減

災
、

国
土

強
靱

化
の

た
め

の
５

か
年

加
速

化
対

策
」
を

含
め

た
国

の
補

正
予

算
に

係
る

令
和

６
年

度
１

２
月

補
正

予
算

そ
の

２
お

よ
び

２
月

補
正

予
算

そ
の

１
計

上
額

を
示

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
令

和
８

年
度

当
初

予
算

の
「
国

土
強

靱
化

等
」
欄

は
、

国
の

「
第

１
次

国
土

強
靱

化
実

施
中

期
計

画
」
を

含
め

た
国

の
補

正
予

算
に

係
る

令
和

７
年

度
１

２
月

補
正

予
算

そ
の

２
お

よ
び

２
月

補
正

予
算

計
上

額
を

示
し

て

い
ま

す
。

※
「
１

 会
計

別
総

括
表

」
の

「
企

業
会

計
【
流

域
下

水
道

事
業

】
」
欄

は
、

「
４

 企
業

会
計

（
流

域
下

水
道

事
業

）
の

概
要

」
の

収
益

的
支

出
お

よ
び

資
本

的
支

出
の

合
計

を
示

し
て

い
ま

す
。

う
ち

、
建

設
改

良
費

う
ち

、
国

土
強

靱
化

等

資
本

的
収

支
差

 (
ｳ

)-
(ｴ

)

収
益

的
収

入
 (
ｱ

)

収
益

的
支

出
 (
ｲ
)

収
益

的
収

支
差

 (
ｱ

)-
(ｲ

)

純
損

益
（税

抜
き

）

資
本

的
収

入
 (
ｳ

)

資
本

的
支

出
 (
ｴ
)

４
 企

業
会

計
（
流

域
下

水
道

事
業

）
の

概
要

令
和

７
年

度
当

初
予

算
Ａ

令
和

８
年

度
当

初
予

算
Ｂ

対
前

年
度

比
Ｂ

／
Ａ

－ 県土整備部 １０ －－ 県土整備部 １０ －－ 県土整県土整備部 11
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県
土
整
備
部

令
和
８
年
度
当
初
予
算
調
製
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方

切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害
等
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
や

下
水
道
等
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
等
を
推
進
す
る
た
め
、
生
産
性
向
上
や
効
率
化
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

化
及
び
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
グ
リ
ー
ン
化
の
観
点
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
次
の
３
点
を
柱
に
、
労

務
単
価
及
び
資
材
価
格
の
高
騰
を
ふ
ま
え
て
必
要
な
公
共
事
業
予
算
を
確
保
し
、
国
土
強
靱
化
等
補
正
予

算
と
合
わ
せ
て
切
れ
目
な
く
取
組
を
進
め
、
事
業
の
着
実
な
進
捗
を
図
り
ま
す
。

（
施
策
推
進
の
３
本
柱
）

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

予
防
保
全
型
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
推
進
、
気
候
変
動
を
ふ
ま
え
た
事
前
防
災
対
策
の
加
速
化
、

流
域
治
水
の
推
進
、
住
宅
耐
震
化
の
促
進
、
河
川
・
海
岸
堤
防
等
の
耐
震
化
、
「
命
の
道
」
と
な
る
道
路
の

整
備
、
緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
確
保
、
道
路
啓
開
の
迅
速
化
、
港
湾
施
設
の
機
能
確
保
、
放
置
船
対
策
、

下
水
道
施
設
の
耐
震
化
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
災
害
対
応
力
の
向
上
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化

安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
づ
く
り
、
交
通
安
全
対
策
、
脱
炭
素
社
会
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の
実
現
、

盛
土
等
に
よ
る
災
害
へ
の
対
策
、
良
好
な
住
環
境
の
実
現

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

産
業
の
活
性
化
や
生
産
性
の
向
上
等
に
資
す
る
道
路
整
備
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
道
路
空
間
再
編
、

花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
基
本
計
画
に
基
づ
く
取
組
の
推
進
、
道
路
空
間
の
グ
リ
ー
ン
化
、

防
災
機
能
等
を
備
え
た
都
市
公
園
の
整
備
、
県
産
木
材
の
利
用
推
進
、
観
光
誘
客
の
促
進
に
向
け
た
取
組

（
公
共
事
業
の
的
確
な
推
進
）

建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

（
担
い
手
の
確
保
、
労
働
環
境
の
改
善
、
生
産
性
の
向
上
、
企
業
の
安
定
経
営
に
向
け
た
対
応
）
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令
和
８
年
度
当
初

公
共
事
業
予
算

（
県
土
整
備
部
所
管
分
）

一
般
会
計

（
災
害
復
旧
・
受
託
公
共
事
業
を
除
く
）

県
土
整
備
部

県
土
整
備
総
務
課
電
話

2
6
5
5

※
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
（令
和
３
～
７
年
度
）の
初
年
度
に
つ
い

て
は
令
和
２
年
度
補
正
予
算
、
２
年
目
は
令
和
３
年
度
補
正
予
算
、
３
年
目
は
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、

４
年
目
は
令
和
５
年
度
補
正
予
算
、
５
年
目
は
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
令
和
３
年
度
当
初
に
は
令
和
２
年
度
２
月
補
正
予
算
を
、
令
和
４
年
度
当
初
に
は
令
和
３
年
度
１
月
補
正
予

算
を
、
令
和
５
年
度
当
初
に
は
令
和
４
年
度
１
月
補
正
予
算
を
、
令
和
６
年
度
当
初
に
は
令
和
５
年
度
１
２
月

補
正
予
算
及
び
令
和
５
年
度
２
月
補
正
予
算
を
、
令
和
７
年
度
当
初
に
は
令
和
６
年
度
１
２
月
補
正
予
算
及

び
令
和
６
年
度
２
月
補
正
予
算
を
、
令
和
８
年
度
当
初
に
は
令
和
７
年
度
１
２
月
補
正
予
算
及
び
令
和
７
年

度
２
月
補
正
予
算
を
含
ん
で
い
ま
す
。

※
数
値
は
四
捨
五
入
に
よ
る
た
め
、
内
訳
と
合
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

（
１
）
通
常
分

/
国
土
強
靱
化
分
別

 
（
２
）
事
業
別
内
訳

河
川
改
修
で
川
幅
を
拡
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
水
位
低
下
が
図
ら
れ
、

浸
水
被
害
発
生
リ
ス
ク
が
軽
減

効
果
事
例
集

は
こ
ち
ら

国
土
強
靱
化

５
か
年
加
速
化
対
策

（
単
位
：
億
円
）

予 算 額

（
単
位
：
億
円
）

予 算 額

暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
、
県
単
で

19
億
円
増
額

○
労
務
単
価
及
び
資
材
価
格
の
高
騰
を
ふ
ま
え
て
必
要
な
公
共
事
業
予
算
を
確
保
し
、
国
土
強
靱
化
等
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て

切
れ
目
な
く
取
組
を
進
め
、
事
業
の
着
実
な
進
捗
を
図
る

2
0

1
2

1
7

2
4

8
2

5
9

2
7

7
2

9
6

1
8

4
1

8
0

1
9

0
1

8
4

1
7

4
1

6
8

4
1

5
3

9
8

3
5

8
4

3
5

4
4

8
4

4
4

8
0

0
7

9
5

7
9

5
8

7
9

8
9

9
9

0
7

0

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

7
0

0

8
0

0

9
0

0

1
0

0
0

R
３
年
度

R
４
年
度

R
５
年
度

R
６
年
度

R
７
年
度

R
８
年
度

県
単

直
轄

国
補

5
7

7
5

9
1

6
4

7
6

4
9

6
5

9
6

7
3

2
2

3
2

0
4

1
4

8
2

2
9

2
4

1
2

3
4

8
0

0
7

9
5

7
9

5
8

7
9

8
9

9
9

0
7

0

1
0

0

2
0

0

3
0

0

4
0

0

5
0

0

6
0

0

7
0

0

8
0

0

9
0

0

1
0

0
0

R
３
年
度

R
４
年
度

R
５
年
度

R
６
年
度

R
７
年
度

R
８
年
度

通
常
分

国
土
強
靱
化
分
等

(1
0

1
%

)
+8

+1
9

第
１
次

国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画

対
策
中

対
策
後

二
級
河
川
員
弁
川

河
川
改
修
事
業

（桑
名
市
）

https://www.pref.mie.lg.jp/KEIMACHI/HP/000125281_00002.htm
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○
老
朽
化
の
進
行
に
起
因
す
る
事
故
の
発
生
や
機
能
停
止
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
推
進

県
土
整
備
部

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
7

道
路
建
設
課

電
話

2
6
3
0

（
２
）
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
の
推
進

（
１
）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
実
施

(
R1
～

R5
)

(
H2
6
～
H
30
)

2
巡
目
点
検

1
巡
目
点
検

●
１
巡
目
点
検
に
お
い
て
、
対
策
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
道
路
橋
の
修
繕
が

ほ
ぼ
完
了

●
２
巡
目
点
検
に
お
け
る
修
繕
は
、
計
画
的
に
実
施
中

【
道
路
橋
修
繕
完
了
率
（
R
６
年
度
末
）
】

99
%

38
%

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

（
１
）
予
防
保
全
型
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
推
進
（
道
路
分
野
）

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

1
0
年
後

令
和
７
年
４
月
時
点

令
和

1
７
年
４
月
時
点

1
,
3

4
6
橋

３
２
％

建
設
後

5
0
年
以
上

2
,
1

5
2
橋

５
１
％

建
設
後

5
0
年
未
満

2
,
0

3
9
橋

４
９
％

2
,
8

4
5
橋

６
８
％

◆
老
朽
化
対
策
の
推
進

損
傷
事
例
（高
欄
）

対
策
事
例

◆
点
検
に
お
け
る
新
技
術
の
活
用

従
来
点
検
（道
路
橋
点
検
）

新
技
術

ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
点
検

道
路
交
通
規
制
有
り

道
路
交
通
規
制
無
し

４
,１
９
１
橋
の
う
ち
建
設
後
５
０
年
を
経
過
す
る
橋
梁
は
全
体
の
約
５
割
を
占
め
る
。

１
０
年
後
に
は
こ
の
割
合
が
６
割
を
超
え
る
等
、
急
速
に
老
朽
化
が
進
展
す
る

見
込
み

◆
三
重
県
の
管
理
状
況
（道
路
橋
）

定
期
点
検
に
よ
り
対
策
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
施
設
で
修
繕
を
実
施

点
検
時
の
県
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限
と
し
、
限
ら
れ
た
予
算
・
人
材
で

生
産
性
の
向
上
を
め
ざ
す
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○
進
行
す
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
に
伴
う
災
害
耐
力
の
低
下
に
対
応
す
る
た
め
、
予
防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
本
格
的
な
転
換
に

  
 向
け
た
計
画
的
・
集
中
的
な
修
繕
等
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
を
実
施

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（
１
）
予
防
保
全
型
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
推
進
（
流
域
分
野
）

県
土
整
備
部

河
川
課

電
話
2
67
9

防
災
砂
防
課

電
話
2
69
7

港
湾
・
海
岸
課

電
話
2
69
0

（
２
）
各
管
理
施
設
の
修
繕

（
１
）
点
検

各
管
理
施
設
に
お
い
て
、

劣
化
・
損
傷
の
程
度
を

把
握
す
る
た
め
に
定
期

点
検
を
実
施

排
水
機
場
の
点
検

海
岸
保
全
施
設
の
点
検

江
川
排
水
機
場
（伊
勢
市
）

河
川
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

主
ポ
ン
プ
の
整
備

宮
川
ダ
ム
（大
台
町
）

ダ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
（減
勢
工
改
良
）

通
信
設
備
改
良

◆
河
川
管
理
施
設

◆
砂
防
関
係
施
設

◆
海
岸
保
全
施
設

別
名
地
区
急
傾
斜
（い
な
べ
市
）

砂
防
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

急
傾
斜
の
修
繕
(法
枠
内
土
砂
流
出
)

べ
つ
み
ょ
う

鵜
殿
港
海
岸
(紀
宝
町
）

海
岸
保
全
施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業

津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
更
新

（通
信
施
設
・動
力
施
設
）

う
ど
の
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県
土
整
備
部

下
水
道
事
業
課
電
話

2
7
2
5

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（
１
）
予
防
保
全
型
の
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
推
進
（
下
水
道
）

全
国
特
別
重
点
調
査
や
定
期
的
な
点
検
、
調
査
の
判
定
結
果
を

ふ
ま
え
、
改
築
・更
新
を
実
施

腐
食
箇
所

現
状

更
新
後
（イ
メ
ー
ジ
）

(高
効
率
型
の
脱
水
機
を
採
用

)

マ
ン
ホ
ー
ル
点
検
状
況

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（老
朽
化
し
た
汚
泥
脱
水
機
）

管
路
点
検
状
況

白
山
幹
線

（下
水
道
管
路
腐
食
状
況
）

（
２
）
管
路
・
マ
ン
ホ
ー
ル
の
対
策

（
１
）
処
理
場
・ポ
ン
プ
場
の
対
策

機
械
設
備
点
検
状
況

電
気
設
備
点
検
状
況

現
状

更
新
後

（イ
メ
ー
ジ
）

補
強
層

既
設
管

被
覆
材

基
材

（環
状
不
織
布
）

定
期
的
な
外
観
調
査
や
分
解
調
査
、
内
部
調
査
を
実
施
し
、

状
態
や
使
用
年
数
に
応
じ
、
改
築
・更
新
を
実
施

○
老
朽
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ
る
流
域
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
、
計
画
的
な
点
検
、
調
査
を
行
い
、
必
要
な
改
築
・
更
新
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
施
設
の
健
全
性
を
維
持
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県
土
整
備
部

河
川
課

電
話
2
67
9

防
災
砂
防
課

電
話
2
69
7

港
湾
・
海
岸
課

電
話
2
69
0

洪
水
被
害
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
河
道
掘
削
、

堤
防
整
備
、
堤
防
強
化
、
耐
震
対
策
、
ダ
ム
整
備
等
の
河
川
管
理

施
設
の
整
備
を
推
進

（
１
）
河
川
改
修
、
ダ
ム
整
備
、
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し

○
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
激
甚
化
・頻
発
化
す
る
水
災
害
に
備
え
、
事
前
防
災
対
策
を
加
速
化
し
、
流
域
治
水
を
推
進

令
和

1
0
年
度
完
成
予
定

河
川

改
修

令
和
８
年
度
完
成
予
定

（
２
）
砂
防
関
係
施
設
整
備

土
砂
災
害
か
ら
要
配
慮
者
利

用
施
設
、
避
難
所
、
人
家
、

公
共
施
設
等
を
保
全
す
る
た

め
、
砂
防
え
ん
堤
や
急
傾
斜

地
崩
壊
防
止
施
設
等
の
整

備
を
推
進

（
３
）
海
岸
保
全
施
設
整
備

強
い
台
風
に
よ
る
高
潮
や
大

規
模
地
震
に
よ
る
津
波
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、
海
岸
保

全
施
設
の
高
潮
対
策
や
堤

防
を
粘
り
強
い
構
造
と
す
る

津
波
対
策
を
推
進

令
和
８
年
度
完
成
予
定

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（
２
）
気
候
変
動
を
ふ
ま
え
た
流
域
治
水
の
推
進

ダ
ム

整
備

完
成
イ
メ
ー
ジ

完
成
イ
メ
ー
ジ

川
上
２
地
区
急
傾
斜
（度
会
町
）

宇
治
山
田
港
海
岸
（伊
勢
市
）

海
岸
堤
防
の
嵩
上
げ
と
粘
り
強
い
構
造
化

鳥
羽
河
内
ダ
ム
（鳥
羽
市
）

三
滝
新
川
（四
日
市
市
）

令
和
８
年
度

安
濃
川
、
岩
田
川
、
員
弁
川
（
R
８
新
規
）に
お
い
て
、

気
候
変
動
を
ふ
ま
え
た
河
川
整
備
計
画
の
見
直
し
を
推
進
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○
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
を
活
用
し
、
毎
年
の
堆
積
量
を
上
回
る
量
の
撤
去
を
官
民
で
連
携
し
て
実
施

要
撤
去

約
３
１
０
万

m
3

令
和
３
年
度
ま
で

（
注
３
）
平
成
３
０
年
度
末
現
在
の
堆
積
量

4
0
万

m
3
 

12
％

21
％ 29
％6

5
万

m
3
 

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

91
万

m
3

（注
３
）

◆
堆
積
土
砂
撤
去
の
進
捗
状
況

令
和
６
年
度

12
0万

m
3

39
％

対
策
例

海
蔵
川
（
四
日
市
市
）

撤
去
前

撤
去
後

令
和
７
年
度
見
込
み

14
3万

m
3

46
％

◆
令
和
８
年
度

堆
積
土
砂
撤
去
量
（見
込
み
）

（
注
１
）
：
過
去
の
調
査
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
堆
積
量

計
4
3
万

m
3

△
20
万

m
3

15
万

m
3

22
万

m
3

毎
年
の

堆
積
量

堆 積 量 の 減 少

（注
１
）

27
万

m
3

17
万

m
3

31
万

m
3

計
4
6
万

m
3
計

4
9
万

m
3

26
万

m
3

民
間
砂
利
採
取

県
河
川
事
業

15
万

m
3

30
万

m
3

計
4
5
万

m
3

R
４
年
度

撤
去
量

（
実
績
）

R
５
年
度

撤
去
量

（
実
績
）

R
６
年
度

撤
去
量

（
実
績
）

R
７
年
度

撤
去
量

（
見
込
み
）

R
８
年
度

撤
去
量

（
見
込
み
）

（
注
２
）
：
令
和

3年
度
ま
で
の
累
積
撤
去
量

撤
去
量
＝
各
年
度
撤
去
量

  
－
毎
年
の
堆
積
量

年
度

R
3
年
度
ま
で

R
4
年
度

R
5
年
度

R
6
年
度

R
7
年
度

R
8
年
度

撤
去
量

1
6
万

m
3

2
5
万

m
3

2
6
万

m
3

2
9
万

m
3

2
3
万

m
3

1
9
万

m
3

累
積
撤
去
量

4
0
万

m
3 
(注

2
)

6
5
万

m
3 

9
1
万

m
3 

1
2
0
万

m
3 

1
4
3
万

m
3 

1
6
2
万

m
3 

（４
）
河
川
堆
積
土
砂
の
撤
去

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（
２
）
気
候
変
動
を
ふ
ま
え
た
流
域
治
水
の
推
進

令
和
８
年
度
見
込
み

16
2万

m
3

52
％

計
3
9
万

m
3

15
万

m
3

24
万

m
3

県
土
整
備
部

河
川
課

電
話
2
6
82

か
い
ぞ
う
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○
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
を
活
用
し
、
毎
年
の
堆
積
量
を
上
回
る
量
の
撤
去
を
計
画
的
に
実
施

（
注
２
）
：
令
和
２
年
度
ま
で
の
調
査
に
よ
る
堆
積
量

R
4
年
度

撤
去
量

（
実
績
）

R
5
年
度

撤
去
量

（
実
績
）

毎
年
の

堆
積
量

(注
１
）
：
過
去
の
調
査
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
堆
積
量

堆 積 量 の 減 少

1
5
万

m
3

1
2
万

m
3

（注
１
）

△
3
万

m
3

要
撤
去

約
１
８
０
万

m
3

（
注
２
）

6％

11
％ 18
％

令
和
３
年
度
ま
で

11
万

m
3

令
和
４
年
度

20
万

m
3

令
和
５
年
度

3
2
万

m
3

対
策
例

◆
令
和
８
年
度

堆
積
土
砂
撤
去
量
（見
込
み
）

◆
堆
積
土
砂
撤
去
の
進
捗
状
況

1
4
万

m
3

R
6
年
度

撤
去
量

(実
績

)

24
％

令
和
６
年
度

4
3
万

m
3

後
谷
川
（
い
な
べ
市
）

撤
去
前

撤
去
後

1
5
万

m
3

令
和
７
年
度
見
込
み

5
5
万

m
3

R
7
年
度

撤
去
量

(見
込
み

)

30
％

撤
去
量
＝
各
年
度
撤
去
量

－
毎
年
の
堆
積
量

年
度

R
3
年
度

ま
で

R
4
年
度

R
5
年
度

R
6
年
度

R
7
年
度

R
8
年
度

撤
去
量

1
1
万

m
3

9
万

m
3

1
2
万

m
3

1
1
万

m
3

1
2
万

m
3

8
万

m
3

累
積
撤
去
量

1
1
万

m
3

2
0
万

m
3

3
2
万

m
3

4
3
万

m
3

5
5
万

m
3

6
3
万

m
3

（５
）
砂
防
ダ
ム
堆
積
土
砂
の
撤
去

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

1
1
万

m
3

R
8
年
度

撤
去
量

(見
込
み

)

35
％

令
和
８
年
度
見
込
み

6
3
万

m
3

（
２
）
気
候
変
動
を
ふ
ま
え
た
流
域
治
水
の
推
進

県
土
整
備
部

防
災
砂
防
課

電
話

2
7
0
5

う
し
ろ
だ
に
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○
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
、
耐
震
補
強
工
事
、
除
却
等
を
支
援

住
宅
の
耐
震
化
率

（
三
重
県
）

現
状 8
9
.1
％
（
令
和
5
年
）

【
珠
洲
市
】

能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
住
宅
被
害

【
輪
島
市
】

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（３
）住
宅
耐
震
化
の
促
進

住
宅
耐
震
化
事
業
補
助
実
績

●
直
接
死
の
多
く
が
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
「
圧
死
」

●
倒
壊
し
た
家
屋
等
が
避
難
、
救
助
・
復
旧
活
動

  
 を
阻
害

能
登
半
島
地
震
に
よ
る

「
気
づ
き
」

人
命
・財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
住
宅
の
耐
震
化
の
促
進
が
必
要

よ
り
一
層
、
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
に
・
・
・

◼
拡
充
し
た
住
宅
耐
震
化
事
業
補
助
金
を
継
続

＜
耐
震
診
断
＞

市
町

2
.0
6
2
5

万
円

県
2
.0
6
2
5

万
円

国
4
.1
2
5
万
円

⚫
県
内
定
額
、自
己
負
担
な
し

補
助
金
額
8.

25
万
円
（
定
額
）

R
７
か
ら
増
額

＜
耐
震
補
強
工
事
＞

自
己
負
担

1
1
2
.5
万
円

市
町

5
0
万
円

県
5
0
万
円

国
5
7
.5
万
円

補
助
金
額
15
7.
5
万
円
（
上
限
）

⚫
工
事
費
2
7
0
万
円
（
R
6
中
央
値
）の
場
合

R
６

.６
補
正
で
増
額

＜
耐
震
補
強
設
計
＞

◆
一
般
的
な
設
計

自
己
負
担

1
7
万
円

市
町

9
万
円

県
9
万
円

補
助
金
額
18
万
円
（
上
限
）

⚫
設
計
費
3
5
万
円
（
R
６
中
央
値
）の
場
合

◆
精
密
診
断
法
に
よ
る
設
計

⚫
設
計
費
3
4
万
円
（
R
６
中
央
値
）の
場
合

県
8
万
円

市
町

8
万
円

自
己

負
担

な
し

市
町

9
万
円

県
9
万
円

補
助
金
額
34
万
円
（
上
限
）

補
助
上
乗
せ
16
万
円
（
上
限
）

「
耐
震
性
の
な
い
空
き
家
」
の
除
却
を
促
進

⚫
令
和
８
年
度
か
ら
「耐
震
性
の
な
い
空
き
家
」の
除
却
補
助
金
の

県
補
助
上
限
額
（5

1,
75

0円
／
戸
）
を
1
0
万
円
／
戸
に
増
額

拡
充
後

自
己
負
担

1
6
0
万
円

市
町

1
0
万
円

県
1
0
万
円

国
2
0
万
円

最
大
4
0
万
円

4
0万

円

（
イ
メ
ー
ジ
）
除
却
工
事
費
2
0
0
万
円
の
場
合

現
行

自
己
負
担

1
7
9
.3
万
円

市
町

5
.1
7
5

万
円

県
5
.1
7
5

万
円

国
1
0
.3
5

万
円

最
大
2
0
万
７
千
円

2
0万

7千
円

R
８
か
ら
増
額

R
６

.６
補
正
で
拡
充

能
登
半
島
地
震
を

機
に
耐
震
化
へ
の

関
心
が
高
ま
る

金
物
補
強

筋
交
い
補
強

令
和
５
年
度
～
７
年
度
の
補
助
件
数
実
績
（戸
）

※
令
和
７
年
度
は

12
月
末
時
点

■

県
土
整
備
部

住
宅
政
策
課

電
話

2
7
2
0



県土整備部 21

（
１
）
河
川
・
海
岸
堤
防
の
耐
震
対
策

○
地
震
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
け
る
堤
防
や
、
河
口
部
の
大
型
水
門
・
樋
門
等

の
耐
震
化
を
推
進

（
２
）
河
口
部
の
大
型
水
門
・樋
門
等
の
耐
震
対
策

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
際

に
、
津
波
や
高
潮
に
よ
る
浸

水
被
害
が
長
期
化
す
る
リ
ス

ク
が
高
い
県
北
部
の
海
抜
ゼ

ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
お
い
て
、

河
川
堤
防
、
海
岸
堤
防
の
耐

震
対
策
を
推
進

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
際

に
、
門
柱
等
が
損
傷
し
、
ゲ
ー

ト
操
作
が
で
き
な
い
等
の
リ
ス

ク
が
あ
る
河
口
部
の
大
型
水

門
・
樋
門
等
に
つ
い
て
、
耐
震

対
策
を
推
進

大
型
水
門
の
耐
震
対
策

県
土
整
備
部

河
川
課

電
話
2
67
9

港
湾
・
海
岸
課

電
話
2
69
0

海
岸
堤
防
の
耐
震
対
策

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（４
）河
川
・海
岸
堤
防
等
の
耐
震
化

河
川
堤
防
の
耐
震
対
策 木

曽
川

内
容
確
認
：

鍋
田
川
（
木
曽
岬
町
）

大
堀
川
防
潮
水
門
（
伊
勢
市
・
明
和
町
）

城
南
第
一
地
区
海
岸
（
桑
名
市
）
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○
救
助
・
救
急
活
動
や
人
員
・
物
資
輸
送
等
を
迅
速
に
行
う
た
め
、
災
害
に
強
い
高
規
格
道
路
等
の
整
備
を
推
進

E
4

2

紀
宝

IC

熊
野

IC
(仮

)

尾
鷲
北

IC

尾
鷲
南

IC

熊
野
大
泊

IC

伊
勢

IC

大
宮
大
台

IC

紀
勢
大
内
山

IC

紀
伊
長
島

IC

勢
和
多
気

J
C

T

御
浜

IC
(仮

)

新
宮
北

IC

H
1
8

.3
 開
通

延
長

1
3

.4
k
m

H
2

6
.3

 開
通

延
長

2
1
.2

k
m

H
2

1
.2

 開
通

延
長

1
0

.4
k
m

H
2

5
.3

 開
通

延
長

1
0

.3
k
m

R
3

.8
 開
通

延
長

5
.4

k
m

H
2

5
.9

 開
通

延
長

1
8

.6
k
m

紀
宝
熊
野
道
路

熊
野
道
路

高
速
道
路
等

高
規
格
道
路

一
般
国
道

事
業
中

凡
例

半
島
地
形
で
あ
る
三
重
県
南
部
の
沿
岸
エ
リ
ア

新
宮
紀
宝
道
路

R
6

.1
2

 開
通

延
長

2
.4

k
m

③

①
42

イ
メ
ー
ジ
図

道
路
の
嵩
上
げ
に
よ
り

津
波
リ
ス
ク
を
回
避④

③
①

42

熊
野
道
路

6
.7
k
m

紀
宝
熊
野
道
路
1
5.
6k
m

紀
宝

鵜
殿

IC
紀
宝

IC

紀
勢
線
が
つ
な
が
る
こ
と
で
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
確
保

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（５
）「
命
の
道
」と
な
る
道
路
の
整
備

②

②

①
伊
勢
志
摩
連
絡
道
路
(
磯
部
B
P
)

令
和
7
年
3
月
2
3
日
供
用
開
始

至
志
摩
市
街

至
鳥
羽
市

②
県
道
御
浜
紀
和
線
（
柿
原
）

令
和
7
年
5
月
3
0
日
供
用
開
始

至
国
道
3
1
1
号

至
国
道
4
2
号

③
新
宮
紀
宝
道
路

令
和
6
年
1
2
月
7
日
供
用
開
始

至
新
宮
市

至
紀
宝
町

至
志
摩
市

②
伊
勢
志
摩
連
絡
道
路
（五
知
～
白
木
）

令
和
7
年
度
新
規
事
業
化

至
鳥
羽
市

①
熊
野
道
路 至
新
宮
市

至
尾
鷲
市

③
国
道
2
6
0
号
船
越
B
P

令
和
8
年
度
供
用
予
定

至
志
摩
市 至
紀
北
町

④
国
道
2
6
0
号
東
宮
河
内

令
和
9
年
度
供
用
予
定

至
志
摩
市

至
紀
北
町

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

電
話

3
0
1
6

道
路
建
設
課

電
話

2
6
3
0

至
志
摩
市
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○
災
害
発
生
時
の
輸
送
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
橋
の
落
橋
防
止
や
倒
壊
対
策
、
洪
水
で
橋
が
流
さ
れ

な
い
対
策
、
道
路
の
土
砂
崩
れ
防
止
対
策
を
推
進

（
１
）
橋
の
落
橋
防
止
や
倒
壊
対
策

（
４
）
道
路
の
土
砂
崩
れ
防
止
対
策
（盛
土
）

大
規
模
地
震
の
際
に
、
損
傷
に

よ
る
長
期
間
の
通
行
止
め
を
防

ぐ
た
め
、
損
傷
が
限
定
的
な
も

の
に
留
ま
り
速
や
か
に
機
能
回

復
が
で
き
る
よ
う
、
橋
の
落
橋
防

止
、
橋
脚
補
強
対
策
を
推
進

能
登
半
島
地
震
で
は
、
高
盛

土
で
大
き
な
被
害
が
数
多
く
発

生
し
た
た
め
、
高
盛
土
及
び
地

山
傾
斜
地
等
の
水
の
集
ま
り

や
す
い
地
形
の
盛
土
に
お
い

て
対
策
を
推
進

国
道
１
６
７
号
（
志
摩
市
）

（
３
）
道
路
の
土
砂
崩
れ
防
止
対
策
（法
面
）

激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
豪
雨
や
、

大
規
模
地
震
の
際
に
、
崖
崩
れ

に
よ
る
道
路
交
通
へ
の
影
響
を

抑
え
る
た
め
、
斜
面
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
枠
等
で
固
定
す
る
対
策
を

推
進

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（６
）緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
確
保

盛
土
変
状
に
よ
る
舗
装
の
ひ
び
割
れ
状
況

国
道
3
1
1
号
（
尾
鷲
市
）

国
道
3
1
1
号
湊
川
橋
（
熊
野
市
）

（
２
）
洪
水
で
橋
が
流
さ
れ
な
い
対
策 渡

河
部
の
橋
梁
に
つ
い
て
、

豪
雨
時
の
洪
水
や
流
木
の
衝

撃
等
に
よ
る
橋
の
流
失
を
防

止
す
る
た
め
、
架
け
替
え
に
よ

り
橋
脚
数
の
少
な
い
構
造
形

式
に
変
更
す
る
流
失
防
止
対

策
を
推
進

橋
脚
数
を
3
本
か
ら
1
本
に
変
更

県
土
整
備
部

道
路
建
設
課

電
話

2
6
7
2

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
7

主
要
地
方
道
松
阪
久
居
線
須
賀
瀬
大
橋
（
津
市
）

す
が

せ
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県
土
整
備
部

建
築
開
発
課

電
話

2
7
5
2

都
市
政
策
課

電
話

2
7
0
6
 

○
緊
急
輸
送
道
路
を
閉
塞
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
避
難
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
へ
の
支
援
及
び
無
電
柱
化
の
推
進

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（６
）緊
急
輸
送
道
路
の
機
能
確
保

建
築
物
等
の
倒
壊
や
倒
壊
等
に
よ

る
道
路
の
閉
塞
は
、
死
傷
者
の
発

生
要
因
に
な
る
ほ
か
、
消
火
・救

助
・避
難
や
緊
急
物
資
の
輸
送
の

障
害
に
な
る
た
め
、
避
難
路
沿
道

建
築
物
の
耐
震
化
を
促
進

（
５
）
避
難
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化

※
国
･県
は
市
町
へ
の
間
接
補
助
（
補
助
対
象
と
な
る
経
費
に
は
限
度
額
あ
り
）

公
費
負
担
割
合
は
市
町
の
補
助
す
る
額
に
よ
っ
て
変
動

事
業
者

４
/1
5

地
方
補
助
金
1
/3

国 1
/2

県 1
/6

市
町
1
/6

事
業
者

1
/6

公
費
負
担

8
3

.3
％

国
補
助
金
1
/2

地
方
補
助
金
1
/3

補
強
設
計

補
強
設
計国 1
/2

県 1
/4

市
町
1
/4

公
費
負
担

1
0

0
％

国
補
助
金
1
/2

地
方
補
助
金
1
/2

耐
震
診
断

耐
震
診
断

耐
震
改
修

耐
震
改
修

国
補
助
金
2
/5

国 2
/5

市
町
1
/6

県 1
/6

公
費
負
担

7
3

.3
％

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

耐
震
補
強
材

【松
阪
市
】

【四
日
市
市
】

【
耐
震
改
修
等
県
内
実
績
】

（
６
）
市
街
地
等
の
無
電
柱
化
の
推
進

電
柱
倒
壊
に
よ
る
社
会
的
影
響
が

大
き
い
市
街
地
等
の
緊
急
輸
送
道

路
に
お
い
て
、
道
路
閉
塞
を
未
然

に
防
ぎ
、
大
規
模
災
害
時
の
被
害

を
軽
減
す
る
と
と
も
に
、
救
急
救

命
・
復
旧
活
動
に
必
要
な
交
通
機

能
を
確
保
す
る
た
め
、
無
電
柱
化
を

推
進

令
和
６
年
度
無
電
柱
化
完
了

令
和
８
年
度

市
街
地
等
の
緊
急
輸
送
道
路
５
区
間
で
無
電
柱
化
を
実
施

電
線
類
地
中
化
（電
線
共
同
溝
整
備
）

都
市
計
画
道
路
外
宮
度
会
橋
線
（
伊
勢
市
）

都
市
計
画
道
路
外
宮
常
磐
線
（
伊
勢
市
）

整
備
前

整
備
後

耐
震
改
修
後

建
替
後

建
替
前
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県
土
整
備
部

施
設
災
害
対
策
課

電
話

2
6
7
4

く
し
の
歯
ル
ー
ト

ST
EP
1

ST
EP
2

ST
EP
3

山
側
道
路
啓
開
ル
ー
ト
候
補
路
線

凡
例

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
す
る
と

三
重
県
で
は
、
く
し
の
歯
ル
ー
ト
の

約
45

0
橋
で
橋
梁
段
差
が
発
生
す
る
恐
れ

（
１
）
道
路
啓
開
計
画
の
見
直
し

（
２
）
災
害
応
急
資
材
の
確
保

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（７
）道
路
啓
開
の
迅
速
化

出
典
：
土
木
学
会
調
査
報
告
書

円
滑
な
資
材
運
搬
の
た
め
、

組
合
員
の
車
両
の
緊
急
通
行
車
両
等
の

事
前
確
認
手
続
き
の
促
進

砕
石
工
場

被
災
現
場

◆
道
路
啓
開
ル
ー
ト
候
補
路
線
図

○
道
路
法
改
正
に
伴
い
法
定
化
さ
れ
た
道
路
啓
開
計
画
の
見
直
し
や
災
害
応
急
資
材
の
確
保
を
推
進

道
路
啓
開
計
画
の
策
定
が

法
定
化
（R
７

.４
）

道
路
法
の
改
正

中
部
版
「く
し
の
歯
作
戦
」を
基

礎
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
対
象

に
計
画
策
定
（
R
８

.３
予
定
）

中
部
道
路
啓
開
計
画

東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
平
成

2
4
年
度
に
、
沿
岸
部
で
の
津
波

被
害
を
想
定
し
高
速
道
路
等
の

広
域
支
援
ル
ー
ト

(S
T
E
P

1)
や
、
沿

岸
部
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

(S
T
E
P

2)
 、

沿
岸
沿
い
ル
ー
ト

(S
T
E
P

3)
の
道

路
啓
開
計
画
と
し
て
策
定
（
毎
年

更
新
）

中
部
版
「く
し
の
歯
作
戦
」

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し

よ
り
実
効
性
の
あ
る
計
画
に

定
期
的
に
見
直
し

直
下
型
地
震
を
対
象
に
計
画

策
定
（R
９

.３
予
定
）

三
重
県
道
路
啓
開
計
画

砕
石
工
業
組
合
と
の
協
定
に
よ
り
優
先
供
給

段
差
解
消
の
た
め
大
量
の
砕
石
が
必
要
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県
土
整
備
部

港
湾
・
海
岸
課

電
話
26
91

◆
大
規
模
地
震
時
の
港
湾
機
能
の
確
保

耐
震
強
化
岸
壁
の
改
修
に
よ
り
、
大
規
模
地
震
時
の
港
湾
機
能
を
確
保

耐
震
強
化
岸
壁
改
修
事
業

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（８
）港
湾
施
設
の
機
能
確
保

「三
重
県
地
域
防
災
計
画
」
に
位
置
づ
け
の
あ
る
耐
震
強
化
岸
壁
は
８
箇
所
あ
り
、
平
成
２
３
年
度
ま
で
に
す
べ
て
整
備
済
。

防
災
能
力
保
持
の
た
め
の
改
修
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に
長
島
港
耐
震
強
化
岸
壁
に
接
続
す
る
緊
急
輸
送
道
路
を
跨
ぐ
臨
港
道
路
（
橋
梁
）の

耐
震
補
強
を
完
了
。

現
在
、
鳥
羽
港
耐
震
強
化
岸
壁
に
お
い
て
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の
補
強
工
事
を
進
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度
は
引
き
続
き

進
捗
を
図
る
。

津
松
阪
港

鳥
羽
港

浜 島 港

吉 津 港

長 島 港
尾 鷲 港

鵜
殿
港

四
日
市
港

令
和
5
年
度
完
成

臨
港
道
路
（
江
ノ
浦
大
橋
）

耐
震
補
強
事
業耐
震
強
化
岸
壁

耐
震
強
化
岸
壁
位
置
図

緊
急
輸
送
道
路

緊
急
輸
送
道
路
を
跨
ぐ
橋
梁
の
耐
震
補
強
を
実
施
済

物
資
輸
送
機
能
の
向
上
を
図
る
。

◆
大
規
模
地
震
時
の
緊
急
輸
送
路
の
確
保

長
島
港
中
ノ
島
地
区

鳥
羽
港
中
之
郷
地
区

○
大
規
模
地
震
時
の
海
上
輸
送
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
耐
震
強
化
岸
壁
等
の
改
修
を
推
進
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県
土
整
備
部

港
湾
・
海
岸
課

電
話
26
91

○
津
波
、
高
潮
、
洪
水
等
に
お
け
る
放
置
船
が
要
因
と
な
る
二
次
被
害
や
油
流
出
に
よ
る
環
境
等
へ
の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
、

放
置
船
対
策
を
推
進

（
１
）
放
置
船
対
策
推
進
会
議
の
設
置

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（９
）放
置
船
対
策

（
２
）
一
般
海
域
に
お
け
る
条
例
の
制
定

（
３
）
放
置
船
の
代
執
行
等
に
よ
る
撤
去

広
域
的
、
か
つ
地
域
の
実
情
を
ふ
ま
え
た
放
置
船
対

策
を
検
討
す
る
た
め
、
地
域
ご
と
に
、
各
水
域
管
理
者

や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
放
置
船
対
策
推
進
会
議
を

設
置
し
、
地
域
全
体
で
放
置
船
の
解
消
や
発
生
抑
制

を
め
ざ
す

一
般
海
域
に
お
い
て
は
、
放
置
船
に
関
す
る
法
令
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
令
和
８
年
度
中
の
制
定
を

予
定
し
て
い
る
条
例
に
よ
り
放
置
船
の
解
消
を
め
ざ
す

浜
島
港
の
港
湾
区
域
内
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
７
年
度
に
は

3
0
隻
の
放
置
船
を
撤
去

令
和
８
年
度
に
は
７
隻
の
放
置
船
を
撤
去
予
定

地
域
ご
と
の
放
置
船
対
策
推
進
会
議

中
勢
地
区

伊
勢
・鳥
羽
地
区

志
摩
・南
伊
勢
地
区

東
紀
州
地
区

一
般
海
域

再
エ
ネ
海
域

利
用
法

河
川
法

港
湾
法

漁
港
法

海
岸
法

海
岸
法

◆
「三
重
県
一
般
海
域
等
管
理
条
例
（仮
称
）」
に

お
け
る
放
置
船
に
関
す
る
規
定
（案
）

R
6
～

R
7

 実
施

R
8

 実
施
予
定

北
勢
地
区

〇
禁
止
行
為

指
定
さ
れ
た
区
域
に
船
舶
等
を
放
置
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
規
定

〇
放
置
船
等
の
措
置

所
有
者
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
置
さ
れ
た

船
舶
等
に
対
す
る
撤
去
命
令
や
代
執
行
等
を
規
定

〇
罰
則

禁
止
行
為
等
に
違
反
し
た
場
合
、

拘
禁
刑
ま
た
は
罰
金
刑
に
処
す
る
こ
と
を
規
定
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防
水
扉
設
置

浸
水
深
（
津
波
）

G
L
+
1
.2
m

（
２
）
施
設
浸
水
対
策

津
波
、
河
川
氾
濫
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
浸
水
が
生
じ
た
時
で
も

処
理
場
・ポ
ン
プ
場
の
機
能
が
確
保
で
き
る
よ
う
耐
水
化
を
推
進

県
土
整
備
部

下
水
道
事
業
課

電
話

2
7
2
5

（
１
）
地
震
対
策

○
強
靱
で
持
続
可
能
な
流
域
下
水
道
を
構
築
す
る
た
め
、
地
震
対
策
・
施
設
浸
水
対
策
を
推
進

（
１
）
地
震
対
策

下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
と
な
る
施
設
（
そ
の
施
設
の
機
能
を
失
え
ば
、
シ
ス
テ

ム
全
体
が
機
能
を
失
う
最
重
要
施
設
）
の
耐
震
化
等
を
計
画
的
・集
中
的
に
推
進

②
ポ
ン
プ
場

最
初
沈
殿
池

①
下
水
処
理
場

内
：
急
所
と
な
る
流
域
下
水
道
施
設
の
耐
震
化
率
（令
和
７
年
度
末
見
込
み
）

①
下
水
処
理
場

7
2
％

避
難
所
、

県
・市
庁
舎
等

（重
要
施
設
）

急
所
施
設
（県
）

7
5
％

③
幹
線
管
路

9
4
％

②
ポ
ン
プ
場

◆
流
域
下
水
道
に
お
け
る
急
所
施
設

耐
震
化
を
優
先
す
る

管
路
等
（市
町
）

連
携

●
：
上
水
道
施
設

●
：
下
水
道
施
設

流
域
下
水
道
と

市
町
公
共
下
水
道
と
の

接
続
点

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（1
0）
下
水
道
施
設
の
耐
震
化

三
渡
川
ポ
ン
プ
場

（建
物
耐
震
診
断
）

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（最
初
沈
殿
池
の
耐
震
補
強
）

志
登
茂
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（ポ
ン
プ
機
械
棟
の
耐
水
化
）

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（ス
ク
リ
ー
ン
ポ
ン
プ
棟
の
耐
水
化
）

防
水
扉
設
置

浸
水
深
（
津
波
）

G
L
+
2
.6
m

浸
水
深
（
津
波
）

G
L
+
2
.6
m

防
水
扉
設
置

み
わ
た
り

し
と

も



県土整備部 29

県
土
整
備
部

施
設
災
害
対
策
課

電
話

2
6
7
4

○
大
規
模
災
害
に
備
え
、
関
係
機
関
と
連
携
し
た
実
動
訓
練
の
充
実
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
拡
大

（
２
）
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

◆
関
係
機
関
と
連
携
し
た
実
動
訓
練

（
１
）
実
動
訓
練
の
充
実

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
災
害
復
旧
を
迅
速
化

◆
ド
ロ
ー
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
撮
影
デ
ー
タ
を
３
次
元
点
群
化

⇒
図
面
作
成
の
迅
速
化
や
災
害
査
定
に
利
用

令
和
６
年
国
災
第
２
号
（
一
級
河
川
野
田
川
）

75
0

30
00

30
00

75
0

11300

2.
00
0

4000 800

70
0

標
準
横
断
図

不
安

定
土
塊断
面
図
の
作
成

10
00

4400

492
0

1362

河岸高=3143

被災水位=2100（3143/2=1571）

97
0

D
L=
17
4.
00

No
.0
+5

G
H=
17
5.
03

F
H= DH
WL

L
WL

1:0
.5

1:0
.4

1:
1.
5

1:
1.
0

K

K
断
面
図
の
作
成

応
急
工
事
の
実
施

机
上
査
定
で
利
用

実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
災
害
対
応
力
を
向
上

建
設
業
団
体
と
連
携
し
、
実
践
的
な

訓
練
と
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（1
1）
大
規
模
災
害
に
備
え
た
災
害
対
応
力
の
向
上

◆
県
の
排
水
ポ
ン
プ
車
を
活
用
し
た

操
作
訓
練

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
ペ
ー
パ
レ
ス
査
定
の
実
施

査
定
の
様
子

タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面

令
和
６
年
国
災
第
３
号
（
一
般
県
道
玉
城
南
勢
線
）

内
容
確
認
：

三
重
県
建
設
業
協
会
災
害
対
応
実
動
訓
練

排
水
ポ
ン
プ
車
の
操
作
訓
練

改
良
土
の
う
積
工

放
置
車
両
の
移
動
訓
練

段
差
解
消
訓
練

令
和
7
年
1
2
月
追
加
配
備
車
両
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災
害
時
の
異
常
検
知

１
強
靱
な
県
土
づ
く
り
の
強
力
な
推
進

（1
2）
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

電
話

27
39

道
路
管
理
課

電
話

26
75

下
水
道
事
業
課

電
話

27
25

河
川
課

電
話

26
82

港
湾
・
海
岸
課

電
話
26
91

防
災
砂
防
課

電
話

27
05

（
２
）
下
水
道
管
路
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化

（
１
）
道
路
観
測
カ
メ
ラ
の
拡
充

（
３
）
流
域
分
野
等
の
デ
ジ
タ
ル
化

○
公
共
土
木
施
設
管
理
の
強
化
・効
率
化
に
向
け
た
道
路
観
測
カ
メ
ラ
の
拡
充
や
、
下
水
道
管
路
台
帳
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
推
進
、

  
 流
域
分
野
の
各
区
域
図
の
デ
ー
タ
化
・オ
ー
プ
ン
化
の
推
進

◆
下
水
道
管
路
台
帳
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
推
進

下
水
道
管
路
の
施
設
情
報
や
維
持
管
理
情
報
等
に
つ
い
て
、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
（G

IS
)を
基
盤
と
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
管
理
し
、
業
務
の
効
率
化
を
推
進

■
施
設
情
報

構
造
、
内
径
、
延
長
、

材
質
、
設
置
年
等

■
更
新
計
画
情
報

点
検
／
調
査
計
画
、

更
新
計
画
年
度
等

■
維
持
管
理
情
報

点
検
／
調
査
日
、

状
態
、
修
繕
履
歴
等

■
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
デ
ー
タ

図
面
、
写
真
、
動
画
、

計
測
記
録
等

≪
下
水
道
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム
イ
メ
ー
ジ
≫

（
１
）
道
路
等
の
観
測
体
制
の
整
備

交
通
量
の
常
時
観
測

主
要
渋
滞
箇
所

観
光
地

IC
ア
ク
セ
ス
道
路
等

災
害
時
の
異
常
検
知

緊
急
輸
送
道
路
等

冠
水
危
険
箇
所

積
雪
危
険
箇
所

◆
道
路
観
測
カ
メ
ラ
の
設
置

令
和
８
年
度
末
：
1
0
0箇
所
（令
和
７
年
度
末
：９
１
箇
所
）

（簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ
ラ
等
の
設
置
）

水
防
活
動
や
住
民
の
適
切
な
避
難
行
動
を
促
す
た
め
、
簡
易
型
河
川
監
視

カ
メ
ラ
等
を

10
2箇
所
に
設
置
し
、
洪
水
時
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
を
発
信

河
川
区
域
・
砂
防
指
定
地
・
海
岸
保
全
区
域
・港
湾
区
域
の

図
面
を
デ
ー
タ
化
・
オ
ー
プ
ン
化

（
各
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
）

令
和
６
～
７
年
度
に
県
内
全
て
の

県
管
理
道
路
の
道
路
台
帳
附
図
を

デ
ー
タ
化
・
オ
ー
プ
ン
化

（道
路
台
帳
附
図
の
デ
ー
タ
化
・オ
ー
プ
ン
化
）

◆
流
域
分
野
の
各
区
域
図
の
デ
ー
タ
化
・
オ
ー
プ
ン
化

誰
で
も
ど
こ
か
ら
で
も

自
由
に
閲
覧
可
能

Q
R

 
コ
ー
ド

A
I に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
間
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

テ
キ
ス
ト

A
I 生
成
コ
ン
テ
ン
ツ
は
誤
りを

含
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

https://experience.arcgis.com/experience/bf0e281Ab2454d0b89414ddf0c746fa2
https://experience.arcgis.com/experience/bf0e281Ab2454d0b89414ddf0c746fa2
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（１
）安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
づ
く
り

県
土
整
備
部

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
5

○
安
全
な
通
行
空
間
や
快
適
な
生
活
空
間
の
確
保
、
効
果
的
な
雑
草
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

  
  
地
域
と
協
働
の
道
づ
く
り
等
身
近
な
課
題
へ
の
対
策
を
推
進

（
２
）
効
果
的
な
雑
草
対
策

（
１
）
安
全
な
通
行
空
間
や
快
適
な
生
活
空
間
の
確
保

・
ト
ン
ネ
ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

（
３
）
地
域
と
協
働
の
道
づ
く
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
よ
り
一
層
参
加
し
や
す
い
自
治
会
委
託
や

道
路
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
さ
ら
な
る
見
直
し
に
よ
り
、
地
域
住
民
・

民
間
団
体
等
と
の
協
働
・
連
携
を
推
進

快
適
で
安
全
な
道
路
環
境
の
確
保
と
コ
ス
ト
縮
減
の
両
立
を
図
る
た
め
、

現
地
条
件
等
に
応
じ
た
雑
草
対
策
を
推
進

・
橋
梁
の
補
修

・
区
画
線
の
引
き
直
し

・
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル

・
主
な
対
策
事
例

・
新
技
術
試
行
中

・
舗
装
修
繕

・
側
溝
整
備

道
路
の
巡
回
、
清
掃
、
除
草
、
樹
木
剪
定
、
除
雪
及
び

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
、
法
面
等
道
路
施
設
の
点
検
・

補
修
を
実
施
し
、
道
路
の
維
持
管
理
を
推
進

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化

防
草
シ
ー
ル

張
コ
ン
ク
リ
ー
ト

対
策
後

対
策
後

対
策
前

対
策
前

内
容
確
認
：

カ
バ
ー
プ
ラ
ン
ツ

ラ
バ
ー
チ
ッ
プ
に
よ
る
除
草

ガ
ー
ド
パ
イ
プ
支
柱

穴
ぼ
こ
補
修

障
害
物
撤
去

美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ふ
れ
あ
い
の
道

自
治
会
等
除
草
委
託
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（２
）交
通
安
全
対
策

県
土
整
備
部

道
路
建
設
課

電
話

2
6
3
0

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
7

都
市
政
策
課

電
話

2
7
0
6

○
「
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
基
づ
く
対
策
箇
所
や
生
活
道
路
に
お
い
て
、
関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

交
通
安
全
対
策
を
推
進

（
１
）
通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策

（
２
）
生
活
道
路
に
お
け
る
安
全
対
策

市
町
ご
と
に
策
定
し
た
「通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

基
づ
き
、
教
育
委
員
会
や
学
校

関
係
者
、
県
警
察
等
と
連
携
し
、

対
策
を
推
進

最
高
速
度

30
ｋ
ｍ
／
ｈ
の
区
域
規
制
と
物
理
的
デ
バ
イ
ス
の
適
切
な

組
合
せ
に
よ
り
、
交
通
安
全
の
向
上
を
図
る
区
域
を
「ゾ
ー
ン
３
０
プ
ラ
ス
」

と
し
て
設
定
し
、
道
路
管
理
者
と
警
察
が
緊
密
に
連
携
し
、
地
域
住
民
等

と
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
生
活
道
路
に
お
け
る
人
優
先
の
安
全
・

安
心
な
通
行
空
間
を
整
備

令
和
８
年
度

歩
道
整
備

3
4
箇
所
、
あ
ん
し
ん
路
肩
９
箇
所
で
実
施

※
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
よ
り

路
面
標
示

※
市
道

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道

※
町
道

※
市
道

狭
さ
く

カ
ラ
ー
舗
装

※
市
道

※
市
道

令
和
８
年
度

菰
野
町
の
朝
上
地
区
、
菰
野
地
区
を
「ゾ
ー
ン
３
０
プ
ラ
ス
」に
設
定

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化

あ
ん
し
ん
路
肩

歩
道
整
備

合
同
点
検

防
護
柵

カ
ラ
ー
舗
装

車
止
め

交
差
点
ハ
ン
プ
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○
住
宅
の
脱
炭
素
化
と
良
質
な
住
環
境
の
促
進
を
図
る
た
め
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
「ネ
ッ
ト
・ゼ
ロ
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・ハ
ウ
ス
」の
略
）
の
建
設
及
び

購
入
に
対
す
る
支
援
を
実
施

2
05

0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
、
日
本
で
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
約
３
割
を
占
め
る
建
築
物
分
野
に
お
け
る
脱
炭

素
化
へ
の
取
組
が
急
務

（
１
）
住
宅
の
脱
炭
素
化
（Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
促
進
）

（
３
）
脱
炭
素
社
会
（カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）の
実
現

【
出
典
：
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
】

民
間
（
個
人
等
）

2
,9
8
0
万
円

県
１
/
２

1
0
万
円

市
町

１
/
２

1
0
万
円

補
助
金
額
1
0
万
円
（
上
限
）

Ｚ
Ｅ
Ｈ
ま
た
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
上
回
る
性
能
の
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
す

る
者
に
対
し
、
県
は
市
町
の
補
助
金
額
の
１
／
２
以
内
か
つ
１
０
万

円
を
上
限
に
補
助
を
実
施

高
断
熱
化
と
高
効
率
設
備
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

実
現
し
た
上
で
、
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
池
等
を
利
用
し
て
、
年
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
を
収
支
ゼ
ロ
と
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
住
宅

（
イ
メ
ー
ジ
）
住
宅
建
設
費
等
3
,0
0
0
万
円
、
市
町
の
補
助
2
0
万
円
の
場
合

断
熱
工
事

太
陽
光
発
電

Ｚ
Ｅ
Ｈ
イ
メ
ー
ジ

【
出
典
：
経
済
産
業
省
】

防
災
面
の
強
靭
性
向
上

快
適
な
住
環
境

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

③
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
導
入
効
果

支
援
（
補
助
）
概
要

①
現
状
・
課
題

②
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ゼ
ッ
チ
）
と
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
・光
熱
費
の
削
減

県
土
整
備
部

住
宅
政
策
課

電
話

2
7
2
0

R
８
新
規
事
業

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化
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（
３
）
脱
炭
素
社
会
（カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）の
実
現

重
要
港
湾
（津
松
阪
港
、
尾
鷲
港
）の
港
湾
脱
炭
素
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、

取
組
を
推
進

内
容
確
認
：

（
２
）
道
路
分
野
の
脱
炭
素
化

道
路
脱
炭
素
化
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
取
組
を
推
進

道
路
分
野
は
約
２
割
を
占
め
る

出
典
：道
路
分
野
の
脱
炭
素
化
政
策
集

ve
r.2

.0
（国
土
交
通
省
）

出
典
：道
路
分
野
の
脱
炭
素
化
政
策
集

ve
r.2

.0
（国
土
交
通
省
）

（
３
）
港
湾
の
脱
炭
素
化

散
気
装
置
の
気
泡
を
小
さ
く
し
て

送
風
機
の
風
量
を
抑
え
、
電
力
使
用
量

を
削
減
（
約
４
％

)

太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
や
、
設
備
の
高
効
率
化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ
り

化
石
燃
料
由
来
の
電
力
使
用
量
を
削
減

高
効
率
機
器
の
導
入
イ
メ
ー
ジ

（
水
処
理
施
設
機
械
設
備
更
新
工
事
）

更 新

太
陽
光
発
電
施
設
の
導
入
イ
メ
ー
ジ

（
４
）
下
水
道
施
設
の
脱
炭
素
化

事
業
者
が
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置
し
、

県
は
電
力
を
購
入
（
Ｐ
Ｐ
Ａ
方
式
）

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

◆
道
路
全
体
の
グ
リ
ー
ン
化
を
支
え
る
道
路
空
間
の
創
出

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置

・
国
道

1
6
7号

磯
部
ト
ン
ネ
ル

◆
低
炭
素
な
人
流
・
物
流
へ
の
転
換

自
転
車
通
行
空
間
の
確
保

・
国
道

4
2
号

◆
道
路
交
通
の
適
正
化

交
差
点
改
良
（
右
折
レ
ー
ン
追
加
）
に
よ
る
渋
滞
対
策

・
県
道
神
戸
長
沢
線

定
五
郎
橋

◆
道
路
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
低
炭
素
化

ト
ン
ネ
ル
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
国
道

2
6
0号

相
賀
浦
ト
ン
ネ
ル

右
折
レ
ー
ン
が
な
く

渋
滞
が
発
生

新
交
差
点
に

右
折
レ
ー
ン
を
追
加

整
備
前

整
備
後

整
備
前

整
備
後

路
肩
を
拡
幅
し
て

自
転
車
通
行
空
間
を
確
保

路
肩

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
に
よ
る

ト
ン
ネ
ル
照
明

ト
ン
ネ
ル
照
明
を
LE
D
化

太
陽
光
発
電
施
設
を
設
置

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

電
話

2
7
3
9

道
路
建
設
課

電
話

2
6
7
2

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
7

港
湾
・
海
岸
課

電
話
2
69
1

下
水
道
事
業
課

電
話

2
7
2
5

○
脱
炭
素
社
会
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）
の
実
現
に
向
け
て
、
各
分
野
に
お
い
て
取
組
を
推
進

更 新

現
状

更
新
後
（イ
メ
ー
ジ
）

ナ
ト
リ
ウ
ム
灯
具

Ｌ
Ｅ
D
灯
具

港
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

津
松
阪
港

尾 鷲 港

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化

整
備
前

整
備
後
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（
４
）
盛
土
等
に
よ
る
災
害
へ
の
対
策

県
土
整
備
部

建
築
開
発
課

電
話

3
0
8
7

○
盛
土
等
に
よ
る
災
害
か
ら
県
民
の
生
命
・財
産
を
守
る
た
め
、
盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
区
域
を
指
定
し
、
許
可
等
制
度
を

運
用
す
る
と
と
も
に
、
規
制
区
域
内
の
既
存
盛
土
等
分
布
調
査
を
実
施

令
和

7
年

5
月

2
6日
に
県
全
域
を

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
、

特
定
盛
土
等
規
制
区
域

の

い
ず
れ
か
の
区
域
に
指
定

（
１
）
盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
規
制
区
域
の
指
定

（
２
）
盛
土
規
制
法
に
基
づ
く
基
礎
調
査
（既
存
盛
土
等
分
布
調
査
）

一
定
規
模
以
上
の
盛
土
等
を
規
制
対
象
と
し
て

許
可
等
制
度
を
運
用

お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
、
規
制
区
域
内
に
お
け
る

①
既
存
の
盛
土
等
の
分
布

②
安
全
性
等

に
つ
い
て
調
査
を
実
施

②
安
全
性
把
握
の
優
先
度
評
価

応
急
対
策
の
必
要
性
判
断

県
内
全
域
を
３
地
域
に
分
け
、

３
か
年
で
調
査
（業
務
委
託
予
定
）

①
既
存
盛
土
等
分
布
調
査
(※
)

県
全
域
を
対
象
に

業
務
委
託

(※
)造
成
前
後
の
地
形
デ
ー
タ
等
を
収
集
し
、
標
高
等
を
比
較
し
て
盛
土
を
抽
出

令
和
８
年
度

令
和
９
年
度
～

1
1
年
度

○
盛
土
等
を
行
う
場
合
、
災
害
防
止
の
た
め
の
許
可
基
準
に

適
合
す
る
よ
う
、
知
事
の
許
可
が
必
要

○
土
地
所
有
者
等
が
盛
土
等
を
安
全
に
保
つ
責
務
が
発
生

◆
区
域
指
定
に
よ
る
規
制
の
概
要

盛
土

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化
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（５
）良
好
な
住
環
境
の
実
現

県
土
整
備
部

  
下
水
道
事
業
課

電
話

2
7
2
5

住
宅
政
策
課

電
話

2
7
2
0

○
下
水
道
事
業
に
お
い
て
施
設
整
備
や
市
町
と
の
連
携
強
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
に
向
け
、

空
き
家
対
策
へ
の
支
援
や
県
営
住
宅
の
計
画
的
な
改
修
を
実
施

（
２
）
下
水
道
の
広
域
化
・共
同
化
の
推
進

受
入

廃
止

統
合

幹
線
管
路

（
１
）
下
水
道
の
未
普
及
対
策

未
普
及
地
域
の
解
消
に
向
け
て
幹
線
管
路
の
延
伸
や
下
水
処
理
場
の
増
設
を

推
進

（
４
）
県
営
住
宅
の
改
修

景
観
の
保
全
に
も
つ
な
が
る
建
物
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
外
壁
改

修
や
、
住
戸
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
等
を
実
施

下
水
処
理
場

明
和
幹
線
管
渠
工
事

南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

汚
泥
濃
縮
棟
工
事

い
な
べ
市
十
社
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
）

北
部
浄
化
セ
ン
タ
ー

（流
域
下
水
道
）

マ
ン
ホ
ー
ル
点
検
の
訓
練
の
様
子

（
３
）
空
き
家
の
除
却
や
活
用
の
支
援

危
険
な
空
き
家
の
除
却
の
ほ
か
、
移
住
定
住
の
た
め
の
空
き
家
の

リ
フ
ォ
ー
ム
や
地
域
活
性
化
施
設
へ
の
改
修
等
を
支
援

除
却
前

除
却
後

熊
野
市
に
お
け
る
空
き
家
の
除
却

流
域
下
水
道
区
域
に
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
等

を
統
合
し
、
市
町
の
事
業
運
営
を
支
援

合
同
防
災
訓
練
を
通
じ

市
町
と
の
連
携
強
化

【
浴
槽
設
置
】

外
壁
改
修

【
段
差
解
消
】

住
戸
内
改
修

一
身
田
団
地

笹
川
団
地

桜
島
団
地

２
暮
ら
し
に
身
近
な
課
題
へ
の
対
応
の
強
化
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（
１
）
産
業
の
活
性
化
や
生
産
性
の
向
上
等
に
資
す
る
道
路
整
備

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

電
話
30
1
6

道
路
建
設
課

電
話
26
3
0

○
産
業
の
活
性
化
や
生
産
性
の
向
上
、
地
域
間
交
流
を
促
進
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て
、
高
規
格
道
路
及
び

直
轄
国
道
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
県
管
理
道
路
の
整
備
を
推
進

◆
県
管
理
道
路
の
令
和
８
年
度
完
成
見
通
し

番
号

路
線
名

箇
所

延
長

整
備
手
法

①
一
般
国
道

3
6
5
号
（
東
員
工
区
そ
の

1
）

東
員
町
長
深

0
.7

km
4
車
線
化

②
一
般
国
道

3
6
5
号
（
小
牧
拡
幅
）

四
日
市
市
小
牧
町

0
.8

km
4
車
線
化

③
主
要
地
方
道
鈴
鹿
環
状
線
（国
府
バ
イ
パ
ス
Ⅰ
期
）

鈴
鹿
市
国
府
町

2
.0

km
バ
イ
パ
ス

④
主
要
地
方
道
上
野
大
山
田
線
（
蓮
池
）

伊
賀
市
蓮
池

0
.6

km
バ
イ
パ
ス

⑤
一
般
国
道

2
6
0
号
（
船
越
）

南
伊
勢
町
船
越

0
.7

km
バ
イ
パ
ス

（完
成
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算
状
況
等
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
）

【位
置
図
】

③

①
②

⑤

④

◆
高
規
格
道
路
の
令
和
８
年
度
事
業
内
容

①
一
般
国
道
3
6
5
号

（
東
員
工
区
そ
の
1
）

【主
要
箇
所
】（
令
和

8年
度
完
成
予
定
）

番
号

路
線
名

箇
所

延
長

R
8
事
業
内
容

①
東
海
環
状
自
動
車
道
【
直
轄
】

県
境
～
い
な
べ

IC
9
.0

km
工
事

②
熊
野
道
路
【
直
轄
】

熊
野
大
泊

IC
～
熊
野
市
久
生
屋
町

6
.7

km
工
事

③
紀
宝
熊
野
道
路
【
直
轄
】

熊
野
市
久
生
屋
町
～
紀
宝

IC
1
5
.6

km
用
地
買
収

④
鈴
鹿
亀
山
道
路

鈴
鹿
市
野
辺
町
～
亀
山
市
辺
法
寺
町

1
0
.5

km
用
地
買
収

⑤
伊
勢
志
摩
連
絡
道
路
（
五
知
～
白
木
）

志
摩
市
磯
部
町
五
知
～
鳥
羽
市
白
木

3
.0

km
設
計

①

②
③

④

（
１
）
高
規
格
道
路
の
事
業
内
容
・県
管
理
道
路
の
完
成
見
通
し

（
２
）
リ
ニ
ア
開
業
等
を
見
据
え
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
検
討

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

⑤
一
般
国
道
2
6
0
号

（船
越
）

④
主
要
地
方
道
上
野
大
山
田
線

（
蓮
池
）

③
主
要
地
方
道
鈴
鹿
環
状
線

(国
府
バ
イ
パ
ス
Ⅰ
期
)

リ
ニ
ア
開
業
や
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展
を
見
据
え
、
必
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討

大
阪

⑤

至
志
摩
市

至
紀
北
町

至
四
日
市
市

至
東
員
IC

至
国
道
1
6
3
号

至
伊
賀
市
街

至
亀
山
市

至
鈴
鹿
市
街
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（
２
）
地
域
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め
の
道
路
空
間
再
編

県
土
整
備
部

道
路
企
画
課

電
話

2
7
3
9

○
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
、
津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
再
編
の
た
め
の
調
査
・
設
計
の
推
進
や
、

バ
ス
タ
四
日
市
事
業
の
整
備
を
促
進

◆
県
道
津
停
車
場
線
及
び
津
駅
東
口
ロ
ー
タ
リ
ー
に
お
い
て
、

路
上
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
社
会
実
験
を
実
施

バ
ス
タ
工
事
の
状
況
（
三
重
河
川
国
道
事
務
所
）

関
連
工
事
の
状
況
（四
日
市
市
）：
よ
ん
ま
る
テ
ラ
ス

令
和
８
年
度

県
道
津
停
車
場
線
に
お
い
て
調
査
・設
計
を
推
進

（
１
）
津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
再
編

（
２
）
バ
ス
タ
四
日
市
の
整
備
促
進

◆
津
駅
周
辺
基
盤
整
備
の
方
向
性
（ビ
ジ
ョ
ン
）を
策
定
（津
市
）

令
和
８
年
度

バ
ス
タ
四
日
市
の
本
体
工
事
を
継
続

令
和
４
年
３
月
に
策
定
し
た
「津
駅
周
辺
道
路
空
間
の
整
備
方
針
」に

基
づ
き
、
鉄
道
や
バ
ス
等
が
集
ま
る
交
通
結
節
点
で
あ
る
津
駅
周
辺
の

課
題
解
決
に
向
け
て
、
国
・県
・津
市
が
連
携
し
て
道
路
空
間
の
再
編
に

取
組
中

令
和
７
年
度
の
取
組

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

令
和
７
年
１
２
月
２
０
日
供
用
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（
３
）
花
と
み
ど
り
の
三
重
づ
く
り
基
本
計
画
（
R
６

-
R
９
）
に
基
づ
く
取
組
の
推
進

県
土
整
備
部

都
市
政
策
課

電
話

2
7
1
8

○
「
花
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
未
来
に
向
け
た
土
台
づ
く
り
」に
向
け
て
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
花
と
み
ど
り
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
気
運
醸
成
に
注
力
し
た
取
組
を
実
施

R
6

R
9

本
計
画

花
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る

未
来
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

次
期
計
画
将
来
計
画

4
年
ご
と
に
見
直
し

Ｒ
６
－
Ｒ
９

 

基
本
方
針

花
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る

未
来
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

～
多
く
の
県
民
が
花
と
み
ど
り
が
活
用
さ
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
実
感
す
る
た
め
に
～

め
ざ
す
姿

花
と
み
ど
り
で
優
し
さ
あ
ふ
れ
る

健
や
か
な
ふ
る
さ
と
三
重

基
本
計
画
の
方
針

花
と
み
ど
り
を

魅
せ
る

花
と
み
ど
り
で

つ
な
ぐ

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活
用

し
た
条
例
・
計
画
Ｐ
Ｒ

花
と
み
ど
り
を

知
る

花
と
み
ど
り
の
効
用
が
体
感

で
き
る
よ
う
、
公
共
空
間
等

に
花
と
み
ど
り
を
取
り
入
れ

る
取
組

花
と

み
ど

り
の

効
用

の
理

解
が

深
ま

る
よ

う
、

花
と

み
ど

り
に

触
れ

る
機

会
を

つ
く
る
取
組

花
と

み
ど

り
を

通
じ

て
、

県
、

市
町

、
県

民
・

事
業

者
等

の
多

様
な

主
体

が
つ

な
が
る
取
組

県
営
都
市
公
園
に
お
け
る

 
花
を
活
用
し
た
取
組

花
と
み
ど
り
の
日
・

街
路
樹
の
日
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

市
町
が
実
施
す
る
花
を
活
用
し
た

体
験
や
花
育
等
の
取
組
を
支
援

街
路
樹
の
良
好
な
景
観
づ
く
り

に
向
け
た
取
組

み
え
花
と
絆
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
道
路
空
間
で
の
花
植
え

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

R
1
0

気
運
醸
成
に
注
力
し
た
取
組

条
例
周
知
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ

花
と
み
ど
り
の
日

（鈴
鹿
市
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）

街
路
樹
の
日

（三
重
県
立
図
書
館
）

街
路
樹
診
断
の
様
子

亀
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
ー
ク
で
の
花
壇
整
備

北
勢
多
度
線
（桑
名
市
）

国
道
4
2
2
号
（伊
賀
市
）

観
葉
植
物
の
カ
ラ
ー
サ
ン
ド
植
え
親
子
体
験
教
室

（四
日
市
市
）
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（
４
）
道
路
空
間
の
グ
リ
ー
ン
化

県
土
整
備
部

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
5

○
街
路
樹
の
健
全
度
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
来
の
樹
形
を
回
復
し
た
う
え
で
、
景
観
等
に
配
慮
し
た
質
の
高
い
管
理
を
実
現

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

カ
ル
テ

…
健
全
度
が
低
い

街
路
樹
は
個
別
の

カ
ル
テ
を
作
成

Ｇ
Ｉ
Ｓ

…
Ｇ
Ｉ
Ｓ
位
置
情
報
と
連
携

●
健
全
度
を
勘
案
の
う
え
、
路
線
毎
に
作
成

健
全
度
診
断

●
全
て
の
街
路
樹
(
高
木
)

約
12
,0
00
本
を
対
象
に

樹
木
医
に
よ
る
健
全
度
診
断

樹
木
台
帳

●
健
全
度
を
反
映
し
た
樹
木
台
帳
(イ

メ
ー
ジ
)

育
成
計
画
（
一
部
路
線
）

●
落
枝
事
故
が
発
生
し
た
路
線

で
樹
木
医

※
に
よ
る
健
全
度

診
断
を
試
行

健
全
度
診
断
の
試
行

●
事
故
が
発
生
し
た
街
路
樹

と
は
別
の
危
険
木
(
枯
枝
)

を
確
認 枯
枝
を
除
去
し
、

事
故
を
未
然
防
止

樹
木

番
号

路
線

名
樹

種
名

幹
周

(
c
m
)

樹
高
(
m
)

枝
張
(
m
)

カ
ル

テ
対

応
キ

ノ
コ

開
口

空
洞

樹
皮

欠
損

腐
朽

入
り

皮
根

の
異

常
病

虫
害

周
辺

樹
木

と
の

競
合

揺
れ

傾
斜

打
音

異
常

鋼
棒

貫
入

1
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

2
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

◯

3
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

◯
◯

4
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯
◯

5
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

6
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

◯

7
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

8
●

●
●

●
線

イ
チ

ョ
ウ

●
●

●
.
●

●
.
●

9
●

●
●

●
線

ケ
ヤ

キ
●

●
●

.
●

●
.
●

1
0

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

◯

1
1

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

◯

1
2

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

◯
◯

◯
◯

◯
◯

◯

1
3

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

◯
◯

◯

1
4

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

1
5

●
●

●
●

線
ケ

ヤ
キ

●
●

●
.
●

●
.
●

◯
◯

令
和
６
年
度

令
和

７
年

度

※
樹
木
の
総
合
的
な
診
断
・
治
療

技
術
を
備
え
た
専
門
家
の
資
格

健
全
度
を
考
慮
し
、
長
期
ス
パ
ン

で
段
階
的
に
、
景
観
等
に
配
慮

し
た
質
の
高
い
管
理
の
実
現

統
一
美
の
あ
る
樹
形
の
創
生
・

維
持

本
来
の
樹
形
回
復
後
、
整
っ
た

樹
形
づ
く
り
の
た
め
の
剪
定

●
健
全
度
を
考
慮
し
た
管
理
の

重
要
性
を
改
め
て
認
識

N
o
.
2

・
●
●
●
●
線

・
ケ
ヤ
キ

・
広
葉
樹

育
成
計
画
に
基
づ
く
管
理
に
よ
り
、

健
全
度
を
改
善
し
、
本
来
の
樹
形

を
回
復

現
状
を
ふ
ま
え
、
健
全
度
改
善
の

た
め
の
育
成
計
画
を
策
定

現
状
把
握
・
見
え
る
化
の
た
め
、

健
全
度
診
断
、
樹
木
台
帳
の

作
成

街
路
樹
管
理
の
め
ざ
す
姿

令
和
８
年
度

育
成
計
画

●
街
路
樹
(
高
木
)
が
植
栽

さ
れ
た
全
路
線
の
育
成
計
画

を
作
成

●
●
●
●
線

街
路
樹
育
成
計
画

全
路
線
に

拡
大

打
音

鋼
棒
貫
入

幹
周
計
測
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（
５
）
防
災
機
能
等
を
備
え
た
都
市
公
園
の
整
備

◆
大
仏
山
公
園
の
再
整
備

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

◆
夜
間
の
視
認
性
の
確
保

照
明
灯
を
改
修
し
、
夕
暮
れ
・
夜
間
の
視
認
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進

照
明
灯
の
改
修

亀
山
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
ー
ク

（
亀
山
市
）
ほ
か

ダ
イ
セ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
パ
ー
ク

(鈴
鹿
青
少
年
の
森

)
（
鈴
鹿
市
）
ほ
か

キ
ッ
ズ
ト
イ
レ

授
乳
室

硬
式
野
球
も
で
き
る

野
球
場

子
育
て
機
能
を

強
化
し
た
管
理
棟

老
朽
化
が
進
ん
だ
公
園
を
子
ど
も
や
子
育
て
世
代
の
目
線
に
立
っ
て

再
整
備
し
、
子
育
て
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

イ
ベ
ン
ト
広
場

（
２
）
子
育
て
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
拠
点
と
な
る
公
園
の
整
備

（
３
）
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
公
園
の
整
備

◆
一
時
避
難
場
所
で
あ
る
県
庁
前
公
園
の
防
災
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、

断
水
時
に
も
使
用
で
き
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
防
災

照
明
等
を
整
備

出
典
：
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
・
運
用
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
20
21
版
：
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

下
水
道
部
）

◆
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
公
園
施
設
の
近
く
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

避
難
で
き
る
高
台
広
場
を
整
備

令
和
８
年
度
完
成
予
定

か
ま
ど
ベ
ン
チ

設
置
予
定
箇
所

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
１
）
都
市
公
園
に
お
け
る
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等
の
整
備

新
プ
ー
ル

城
ノ
浜
ビ
ー
チ

避
難
ル
ー
ト

高
台
広
場
整
備

（
旧
プ
ー
ル
跡
地
）

高
台
広
場

芝
そ
り
ゲ
レ
ン
デ

令
和
８
年
度
完
成

大
型
複
合
遊
具

誰
も
が
使
い
や
す
い

ト
イ
レ

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等

設
置
予
定

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
事
例

県
庁
前
公
園
（津
市
）

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
等

設
置
予
定
箇
所

大
仏
山
公
園
（伊
勢
市
、
明
和
町
、
玉
城
町
）

熊
野
灘
臨
海
公
園
（紀
北
町
）

県
土
整
備
部

都
市
政
策
課

電
話

2
7
0
6

○
都
市
公
園
の
防
災
機
能
強
化
に
加
え
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
子
育
て
世
帯
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
い
、
安
全
・安
心
に

利
用
で
き
る
都
市
公
園
へ
の
再
整
備
を
推
進
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（
６
）
三
重
の
木
づ
か
い
条
例
に
基
づ
く
県
産
木
材
利
用
の
推
進

県
土
整
備
部

県
土
整
備
総
務
課

電
話

2
7
6
2

営
繕
課

電
話

2
1
5
0

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

○
県
産
木
材
利
用
の
推
進
に
向
け
て
、
公
共
施
設
で
の
さ
ら
な
る
利
用
拡
大
を
図
る

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
２
）
公
共
建
築
物
に
お
け
る
県
産
木
材
利
用
の
推
進

【最
近
の
施
工
実
績
】

盲
学
校
・聾
学
校

【施
工
中
】

管
理
棟
屋
内
イ
メ
ー
ジ

屋
内
体
育
館
棟
屋
内
イ
メ
ー
ジ

○
木
材
使
用
量

１
０
㎥

（
う
ち
県
産
材
１
０
㎥
）

○
木
材
使
用
量

(予
定

)
1
,4

2
4
㎥

（
う
ち
県
産
材

9
8
8
㎥
）

公
共
建
築
物
の
木
造
化
・内
装
の
木
質
化
を
図
り
、
県
産
木
材
の
利
用
を

推
進

○
木
材
使
用
量

８
㎥

（
う
ち
県
産
材
６
㎥
）

四
日
市
農
芸
高
等
学
校
屋
外
ト
イ
レ

青
山
高
原
山
頂
小
屋

休
憩
室

休
憩
室

多
目
的
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

（
１
）
公
共
土
木
施
設
に
お
け
る
県
産
木
材
利
用
の
推
進

公
共
土
木
施
設
の
県
産
木
材
利
用
５
か
年
計
画
（
R
３
～

R
７
）に
基
づ
き
、

県
産
木
材
の
継
続
的
な
利
用
を
推
進

5
工
種

1
0
工
種

1
5
工
種

2
4
工
種

毎
年
度

適
用
工
種
を
拡
充

R
4

R
5

R
6

R
7

計
画
に
よ
り
設
定
し
た

工
種
の
実
績

利
用
基
準
策
定
に
よ
る
土
台
作
り

24
工
種
の
適
用
工
種
を
設
定

利
用
量
の
拡
大
に
向
け
た
取
組

県
産
木
材
と
目
視
で
確
認
し
や
す
い
、
合
板
型
枠

の
開
発
へ
の
は
た
ら
き
か
け
に
よ
り
製
品
化

既
型
枠

県
産
木
材
型
枠

現
計
画
（R
３
～
R
７
）
の
成
果

立
入
防
止
柵
（県
道
合
ヶ
野
松
阪
線
）

木
製
G
r（
国
道
３
6
8
号
）

四
阿
（南
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

【令
和
７
年
度
施
工
例
】

県
産
木
材
利
用
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
現
計
画
の
成
果
を
ふ
ま
え
、

次
期
計
画
（R
８
～

R
12
）を
令
和
８
年
３
月
に
策
定
（予
定
）し
、

利
用
量
の
底
上
げ
や
重
点
的
利
用
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く

型
枠
の
色
変
更
に
よ
り
、

現
場
で
の
確
認
が
容
易
に
な
る

こ
と
か
ら
、
利
用
量
拡
大
に
寄
与

あ
ず
ま
や

ご
が
の
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（
７
）
観
光
誘
客
の
促
進
に
向
け
た
取
組

県
土
整
備
部

県
土
整
備
総
務
課

電
話

2
7
6
2

道
路
管
理
課

電
話

2
6
7
7

（
開
催
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
）

（
２
）
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

※
千
葉
県
銚
子
市
か
ら
神
奈
川
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
の
各
太
平
洋
岸
沿
い
を

走
り
、
和
歌
山
県
和
歌
山
市
に
至
る
延
長

1
,4

8
7k

m
の
自
転
車
道

（
三
重
県
内
は
、
鳥
羽
市
か
ら
南
牟
婁
郡
紀
宝
町
ま
で
の
約

30
0
km
）

令
和
３
年
５
月

3
1
日
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
に
国
が
指
定

３
豊
か
で
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
で
あ
る
太
平
洋
岸
自
転
車
道
の
走
行
環
境
、

受
入
環
境
、
情
報
発
信
の
充
実

ル
ー
ト
で
自
転
車
通
行
空
間
を

整
備

オ
リ
ジ
ナ
ル

H
P
で

情
報
発
信
を
強
化

ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
整
備

ク
ル
ー
ズ
船
⇒

船
内
の
様
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ

V
R

体
験
会
実
施

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
、

ク
ル
ー
ズ
船
ツ
ア
ー
を
開
催
！
募
集
定
員
に
対
し
、
６
倍
の
応
募
！

（
開
催
場
所
の
イ
メ
ー
ジ
）

（
１
）
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

各
地
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
の

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
継
続
的
に
実
施

地
域
経
済
の
活
性
化
へ
寄
与
す
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
を
観
光
資
源
と
し
て

利
活
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進

◆
令
和
７
年
度
の
主
な
取
組

三
重
県
ダ
ム
二
十
一
所
巡
り

三
重
県
内
で
は
こ
れ
ま
で
に
、

・
ダ
ム
や
橋
梁
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

・
ダ
ム
限
定
カ
ー
ド

・
ダ
ム
カ
レ
ー
の
販
売

等
を
実
施

【令
和
８
年
度
の
主
な
取
組
】

Q
R 

コー
ド

A
I に
よ
って

生
成
され

た
コ
ン
テ
ン
ツ
は
間
違
って

い
る
可
能
性
が
あ
りま

す
。

滝
川
ダ
ム
竣
工
2
5
周
年
記
念

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

Q
R

 
コー

ド
A

I に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
コン

テ
ン
ツ
は
間
違
って

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
ダ
ム
管
理
者
と
連
携
し
、

「
ダ
ム
印
」
を
配
布

最
優
秀
賞
の
写
真
が
、

2
5
周
年
記
念
ダ
ム
カ
ー
ド
に
！

抽
選
で
、

認
定
書
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

入
選
者
へ
の

賞
品
も
用
意
！

○
多
様
化
す
る
旅
行
者
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
滞
在
型
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
発
掘
・磨
き
上
げ

https://www.pref.mie.lg.jp/KASEN/HP/84482046898_00016.htm
https://www.pref.mie.lg.jp/TOPICS/m0039500076.htm
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◆
地
域
を
支
え
る
建
設
業
の
将
来
イ
メ
ー
ジ

◆
各
取
組
の
関
係
性
の
イ
メ
ー
ジ

め
ざ
す
姿

三
重
県
建
設
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
２
０
２
４

【
策
定
】
令
和
６
年
３
月

【
計
画
期
間
】
令
和
６
～
９
年
度

～
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
～

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
経
営
に
よ
り
、
地
域
の
建
設
企
業
が
将
来
に
わ
た
り
存
続
し
続
け
る

【
取
組
方
針
１
：
担
い
手
の
確
保
】

教
育
機
関
等
と
の
連
携
の
下
、
建
設
業
の
魅

力
を
発
信
し
、
新
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉタ
ー
ン
人
材
の

担
い
手
確
保

【
取
組
方
針
2
：
労
働
環
境
の
改
善
】

休
日
の
確
保
や
時
間
外
労
働
時
間
の
削
減
、

人
材
育
成
や
福
利
厚
生
等
、
建
設
就
業
者
の

労
働
環
境
を
改
善

【
取
組
方
針
３
：
生
産
性
の
向
上
】

建
設
Ｄ
Ｘ
の
導
入
・
活
用
、
新
技
術
の
活
用

等
に
よ
り
、
建
設
企
業
の
業
務
に
お
け
る
生

産
性
を
向
上

〇
建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

○
地
域
の
建
設
業
が
地
域
の
守
り
手
と
し
て
そ
の
役
割
を
担
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
適
正
な
利
潤
の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
４
年

間
で
は
、
「担
い
手
の
確
保
」「
労
働
環
境
の
改
善
」「
生
産
性
の
向
上
」の
３
つ
の
取
組
方
針
を
柱
と
し
て
、
相
互
に
連
携
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
な
が
ら
、

  
  
  
  
新
た
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
め
ざ
す
。

【
企
業
の
安
定
経
営
に
向
け
た
取
組
方
針
】

上
記
３
つ
の
取
組
方
針
に
あ
る
施
策
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
建
設
企
業
の
経
営
状
況

の
確
認
と
適
正
な
利
潤
の
確
保

公
共
事
業
の
的
確
な
推
進

県
土
整
備
部

公
共
事
業
運
営
課

電
話

2
9
1
5

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

建
設
業
課

 電
話

2
7
2
3

プ
ラ
ン
の
取
組
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
建
設
業
団
体
や
教
育

機
関
等
と
随
時
実
施
す
る
意
見
交
換
や
検
討
会
議
委
員
等
と
の
定

期
的
な
意
見
交
換
（
年
１
回
程
度
）
を
ふ
ま
え
て
、
建
設
業
を
と
り
ま

く
状
況
の
変
化
や
各
取
組
の
効
果
を
検
証
し
、
対
策
・
改
善
を
行
い

な
が
ら
取
組
を
推
進

【進
捗
管
理
】

令
和
８
年
度
三
重
県
建
設
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
２
０
２
４
Ｖ
ｅ
ｒ.
３

「
効
果
検
証
」
「
対
策
・
改
善
」

令
和
６
年
度
三
重
県
建
設
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
検
討
会
議
で
決
定

し
た
令
和
７
年
度
の
取
組
方
針

【
令
和
７
年
度
】
三
重
県
建
設
産
業
活
性
化
プ
ラ
ン
２
０
２
４
Ｖ
ｅ
ｒ.
２
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（
１
）
担
い
手
の
確
保

担
い
手
の
確
保
に
向
け
、
県
、
建
設
業
界
、
教
育
機
関
等
が
連
携
し
、
各
種
取
組
を
深
化

○
令
和
８
年
度
の
取
組
（
継
続
取
組
）

○
深
化
す
る
取
組

⑦
多
角
的
な
広
報
に
よ
る
魅
力
発
信

公
共
事
業
の
的
確
な
推
進

〇
建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

県
土
整
備
部

公
共
事
業
運
営
課

電
話

2
9
1
5

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

建
設
業
課

 電
話

2
7
2
3

①
学
校
訪
問

進
路
指
導
教
諭
と
情
報
交
換
し
建
設
業
を
Ｐ
Ｒ

③
進
路
指
導
教
諭
と
建
設
企
業
と
の
交
流
会

建
設
企
業
と
進
路
指
導
教
諭
と
の
関
係
性
を
構
築

②
出
前
授
業
・
現
場
見
学
会

参
加
型
授
業
で
建
設
業
の
魅
力
を
発
信

④
企
業
の
採
用
活
動
支
援

⑤
学
生
向
け
の
資
格
取
得
支
援

⑥
U
・

I
タ
ー
ン
、
外
国
人
材
の
確
保

就
職
イ
ベ
ン
ト
で
若
年
求
職
者
に
建
設
業
を
Ｐ
Ｒ

＜
S

N
S
の
活
用
＞

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験

若
年
層
に
人
気
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用
や
広
告
配
信
に
よ
り

出
前
授
業
や
現
場
見
学
会
の
状
況
等
、
建
設
業
の
魅
力
を
発
信

＜
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
＞

Ｒ
８
新
規
事
業
【
県
民
提
案
予
算
の
取
組
】

若
年
層
や
そ
の
保
護
者
世
代
に
対
す
る
建
設
業
の
魅
力
発
信
と
し
て
、
建
設
業
団
体
や

教
育
機
関
等
と
連
携
し
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

Ｉｎ
ｓ
ｔａ
ｇ
ｒａ
ｍ

Ｔ
ｉｋ
Ｔ
ｏ
ｋ

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

ド
ロ
ー
ン
の
操
作
体
験

建
設
機
械
の
乗
車
体
験

建
設
機
械
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

建
設
機
械
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

資
格
取
得
に
向
け
た
学
習
会
（
土
木
・
建
築
）
の
実
施

進
路
指
導
教
諭
が
採
用
活
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
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8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

9
6

%
9

9
%

9
9

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

R
5

R
6

R
7
.9

R
8

目
標

実
績

（
２
）
労
働
環
境
の
改
善

担
い
手
３
法
の
改
正
（
第
三
次
担
い
手
３
法
）
に
基
づ
き
、
働
き
方
改
革
や
処
遇
改
善
に
関
す
る
取
組
を
推
進

①
週
休
２
日
制
の
推
進

公
共
事
業
の
的
確
な
推
進

〇
建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

県
土
整
備
部

公
共
事
業
運
営
課

電
話

2
9
1
5

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

建
設
業
課

 電
話

2
7
2
3

設
定
率
の
低
い
市
町
に
対
し
て
、
設
定
率
を
向
上
す
る
よ
う
に

発
注
者
協
議
会
地
域
分
科
会
＋
個
別
訪
問
に
て
取
組
の
推
進
を
要
請

8
4
%

9
3
%

9
8
%

8
%

1
8

%

5
9

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

R
4

R
5

R
6

県
（
全
体
）

市
町
（
全
体
）

週
休
２
日
制
工
事
（
４
週
８
休
）
設
定
率

＝
週
休
２
日
制
と
し
て
発
注
し
た
工
事
/当
該
年
度
に
発
注
し
た
工
事
件
数
（
随
意
契
約
を
除
く
）

改
正
建
設
業
法
等
へ
の

対
応
に
よ
り
労
働
者
の

処
遇
改
善

適
正
な
労
務
費
の

確
保

賃
金
の
行
き
渡
り

の
確
認

S
T
E
P
２
に
お
け
る
令
和
８
年
度
の
取
組

市
町
に
対
し
て

C
C

U
S
モ
デ
ル
工
事
導
入
を
要
請
す
る
こ
と
で
、

小
規
模
工
事
を
受
注
す
る
建
設
企
業
へ
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
活
用
拡
大
を
促
進

小
規
模
工
事
へ
の
活
用
促
進

③
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
C

C
U

S
）
の
活
用
促
進
等

下
請
事
業
者
・

技
能
者
の
登
録

促
進

就
業
履
歴
蓄
積

（
カ
ー
ド
タ
ッ
チ
）

の
促
進

１

２
３

S
T
E
P

S
T
E
P

S
T
E
P

令
和
３
年

10
月
～

令
和
６
年
３
月

令
和
６
年
４
月
～

モ
デ
ル
工
事
を
段
階
的
に
実
施
し
、
C

C
U

S
活
用
を
促
進

C
C
U
S
の
活
用
拡
大
に
よ
り
、
技
能
者
の
能
力
・
経
験
に

応
じ
た
処
遇
改
善

元
請
事
業
者
の

登
録
促
進

県
内
の
建
設
企
業
に
対
し
て
説
明
会
や
チ
ラ
シ
配
布
等
に
よ
り

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
制
度
等
を
周
知
す
る
こ
と
で
登
録
及
び
活
用
拡
大
を
促
進

市
町
発
注
工
事
の
週
休
２
日
制
工
事
（
４
週
８
休
）
設
定
率

多
く
の
市
町
が
実
工
期
が
短
い
工
事
や
規
模
の
小
さ
い
工
事
を

週
休
２
日
制
工
事
の
対
象
外
と
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
:月
単
位
の
導
入

令
和
７
年
度
:土
日
完
全
週
休
制
、
週
単
位
、
交
替
制
を
導
入

県
発
注
工
事
の
週
休
２
日
制
工
事
（
４
週
８
休
）
達
成
率

今
後
の
目
標
を

ほ
ぼ
達
成

民
間
工
事
へ
の
活
用
促
進

②
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
導
入
に
よ
る
施
工
管
理
の
分
業
化

技
術
者
の
労
働
時
間
削
減
対
策
と
し
て
施
工
管
理
の

分
業
化
（
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
）
を
推
進

書
類
業
務

IC
T
業
務

技
術
者
の
負
担
軽
減

分
業
化

支 援

多
様
な
人
材
の
活
躍

人
材
育
成
や
導
入
を
支
援

説
明
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

社
内
人
材
育
成
の
サ
ポ
ー
ト

S
T
E
P
1
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
説
明
会

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
説
明
会
、
事
例
紹
介

令
和
6
年
度
～

S
T
E
P
2
経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

経
営
者
の
疑
問
に
対
す
る
助
言
・指
導
、
経
営
者
同
士
の
意
見
交
換

令
和
6
年
度
～

S
T
E
P
3
技
術
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

技
術
者
の
疑
問
に
対
す
る
助
言
・指
導
、
技
術
者
同
士
の
意
見
交
換

実
践
企
業
の
担
当
者
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

令
和
7
年
度
～

S
T
E
P
４
担
当
者
講
習
会

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
の
実
務
を
担
う
人
材
の
育
成
支
援

令
和
8
年
度
N
E
W
!

・
公
共
工
事
説
明
会
（事
務
系
人
材
向
け
の
公
共
事
業
の
基
本
研
修
）

社
内
人
材
の
育
成
に
係
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ
、

実
践
的
な
内
容
を
学
ぶ
取
組
を
支
援

・
個
別
研
修
（
工
事
写
真
整
理
、
施
工
計
画
書
作
成
等
）

・
A

S
P
や
遠
隔
臨
場
の
活
用
に
つ
い
て
、
実
機
に
よ
る
講
習
等

設
定
率

Ｕ
Ｐ

令
和
８
年
度
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県
土
整
備
部

公
共
事
業
運
営
課

電
話

2
9
1
5

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

建
設
業
課

 電
話

2
7
2
3

（
３
）
生
産
性
の
向
上

公
共
事
業
の
的
確
な
推
進

〇
建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

D
X

建
設

促
進
説
明
会

活
用
編
（中
・上
級
編
）

伊
勢
会
場 D
X

建
設

講
習
会

IC
T
活
用
工
事

初
級
編

令
和

7
年
度
伊
賀
会
場

令
和

7
年
度
松
阪
会
場

民
間
企
業
で
活
躍
す
る
IC
T
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
に
招
い
た
講
座
を
開
催

デ
ー
タ
作
成
演
習

建
機
操
作
の
実
演

実
機
の
良
さ
を
体
験

実
際
に
3
次
元
設
計
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
実
機
の
デ
モ
を
体
験

ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た

め
の
説
明
会
を
継
続
し
て
開
催

ＩＣ
Ｔ
活
用
工
事
に
係
る
人
材
育
成
を
支
援
す
る

た
め
の
講
習
会
を
継
続
し
て
開
催

令
和

6
年
度
か
ら
継
続

令
和

7
年
度

1
0
会
場

1
9

8
人

(9
8
社
）
参
加人
材
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
実
施
率
を
向
上

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

受
発
注
者
双
方
が
参
加
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
で

業
務
効
率
化
を
推
進

建
設
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
建
設
業
界
の
生
産
性
向
上
を
推
進

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

（
A

S
P

)

発
注
者

受
注
者

書
類
等

市
町
工
事
へ
の
普
及
拡
大

に
向
け
て
説
明
会
を
開
催

普
及
促
進
の
た
め
、
受
注
者

向
け
の
講
習
（
建
設
D
X

促
進
説
明
会
）
を

開
催

小
規
模
企
業
へ
の

普
及
を
促
進

幅
広
く
利
活
用
さ
れ
る

環
境
を
実
現

B
IM
/
C
IM
の
活
用

B
IM

/
C

IM
の
施
工
段
階
で
の
活
用
を
推
進

Ｂ
ＩＭ

/
Ｃ
ＩＭ
成
果
活
用
工
事
の
施
工
者
ア
ン
ケ
ー
ト
（R

6
/R

7
)

・
図
面
で
把
握
し
づ
ら
い
部
分
の
理
解
に
役
立
っ
た
。

・
現
場
作
業
員
の
現
場
理
解
が
進
ん
で
好
評
だ
っ
た
。

G
o
o
d
!

施
工
段
階
に
お
い
て

B
IM

/
C

IM
の
活
用
を
推
進
し
、
建
設
事
業
全
体
の
効
率
化
に

貢
献遠
隔
臨
場
の
推
進

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
導
入
等
Ｄ
Ｘ
環
境
の
促
進
に

よ
り
活
用
率
を
向
上

遠
隔
臨
場
を
推
進
し
、
受
発
注
者
と
も
に
移
動
時
間
削
減
等
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、

多
様
な
人
材
の
活
用
や
、
現
場
環
境
の
改
善
に
寄
与

多
く
の
場
面
で
活
用
さ
れ
て
お
り
、
好
事
例
の
横
展
開
を
推
進

・
移
動
時
間
削
減
で
業
務
効
率
ア
ッ
プ

・
設
置
型
カ
メ
ラ
で
夜
間
や
荒
天
時
の
現
場
を
確
認

・
録
画
し
て
内
容
を
再
確
認

・
社
内
か
ら
経
験
豊
富
な
社
員
が
ア
ド
バ
イ
ス

G
o
o
d
!

令
和
6
年
度
か
ら
継
続

令
和
7
年
度
か
ら
順
次
拡
大

B
IM
/
C
IM
成
果
の
工
事
で
の
活
用
を
推
進
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（
４
）
企
業
の
安
定
経
営
に
向
け
た
対
応

建
設
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
入
札
契
約
制
度
等
の
改
善
の
取
組
を
推
進

発
注
者
協
議
会
地
域
分
科
会
＋
個
別
訪
問
に
て

全
市
町
へ
取
組
の
推
進
を
要
請

S
T
E
P
2
経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

取
組
項
目

令
和
7
年
度
ま
で
の
主
な
取
組
及
び
検
証

令
和
8
年
度
の
取
組

入
札
契
約
制
度
の

改
善

➢
調
査
基
準
価
格
等
の
引
き
上
げ
後
の
状
況
把
握

•
令
和
６
年
４
月
に
建
設
企
業
の
適
正
な
利
潤
確
保
に
向
け
、
調
査
基
準
価
格
等

の
引
き
上
げ
を
実
施
⇒
建
設
工
事
の
平
均
落
札
率
が
上
昇

(＋
１
．
７
％
）

三
重
県

全
国
平
均

引
き
上
げ
前

(令
和
５
年
度
末

)
９
２
．
９
％

9
4

.0
%

引
き
上
げ
後

(令
和
６
年
度
末

)
９

4
．
4
％

9
3

.8
%

  
  

  
  
  

  
  
  

  
  
  
直
近

(令
和
７
年
１
０
月
末

)
９
４
．
６
％

➢
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
（令
和
７
年
1
0
月
～
）

・
契
約
手
続
き
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
や
契
約
事
務
の
効
率
化
（印
刷
費
用
、

印
紙
税
が
不
要
）等
を
図
る
た
め
、
電
子
契
約
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

（電
子
契
約
件
数
※
公
共
の
み

10
月
：1
29
件
、
11
月
：1
82
件
、
12
月
：2
54
件
）

➢
建
設
企
業
の
経
営
状
況
の
把
握
【継
続
】

•
売
上
高
経
常
利
益
率
や
平
均
落
札
率
等
の
推
移
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
入
札
契
約
制
度
の
改
善
を
検
討

適
正
な
予
定
価
格

等
の
設
定
継
続

➢
「資
材
価
格
高
騰
等
に
対
す
る
特
例
措
置
」を
策
定

•
適
正
な
予
定
価
格
等
の
設
定
で
は
、
価
格
変
動
に
よ
る
公
共
工
事
の
積
算
時
点

と
当
初
契
約
時
点
の
資
材
価
格
差
に
対
応
す
る
た
め
、
令
和

6
年

1
2
月
に
「資

材
価
格
等
に
対
す
る
特
例
措
置
」を
策
定
し
、
引
き
続
き
資
材
価
格
高
騰
に
適

切
に
対
応

➢
適
正
な
価
格
で
の
契
約
【
継
続
】

•
毎
月
資
材
単
価
を
更
新
し
、
単
価
を
適
切
に
設
定

•
労
務
費
や
建
設
資
材
の
価
格
変
動
等
に
対
応
し
、
「
ス
ラ
イ

ド
条
項
」
や
「
資
材
価
格
高
騰
等
に
対
す
る
特
例
措
置
」
を

適
切
に
運
用

市
町
へ
の

働
き
か
け

➢
市
町
へ
の
働
き
か
け

•
市
町
に
お
け
る
適
正
な
最
低
制
限
価
格
の
設
定
に
向
け
、
発
注
者
協
議
会
三
重

県
部
会
や
個
別
訪
問
（８
市
町
）に
よ
る
取
組
要
請

➢
市
町
へ
の
働
き
か
け
【継
続
】

•
市
町
発
注
工
事
に
お
け
る
建
設
企
業
の
適
正
な
利
潤
確
保

に
向
け
、
発
注
者
協
議
会
三
重
県
部
会
等
を
通
じ
た
継
続

的
な
市
町
へ
の
働
き
か
け

こ
れ
ら
の
取
組
の
推
進
に
よ
り
、
建
設
企
業
が
適
正
な
利
潤
を
確
保
で
き
る
環
境
を
整
備

公
共
事
業
の
的
確
な
推
進

〇
建
設
産
業
活
性
化
に
向
け
た
取
組

県
土
整
備
部

公
共
事
業
運
営
課

電
話

2
9
1
5

技
術
管
理
課

電
話

2
9
1
8

建
設
業
課

電
話

2
7
2
3
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